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〇をロセンサー搭載 

含 I センヴ-コン □ 


よく読んで安全に正しく 
お使いください。 


^ ご愛用の皆様へ )-^ 

このたびは両面焼グ U ル付ガスビルトインコン□を 
お買い上げいたださまして、ありびとラございます。 
♦ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいたださ 
安全に正しくお使いください。 

参この取扱説明書の裏表紙び保証書 I こなっています。 

内容をよくご確認のラえ、大切に保管してください。 
♦本製品は家庭用なので業務用のよラな使いかたを 
されますと著しく寿命び縮まります。 

参この製品は国内専用です。海外では使用でをません。 
参この取扱説明書の他に設置工事説明書びあります。 
機器の移設、取り替え、修理の際に必要となります 
ので取扱説明書ととをに大切に保管してください。 
♦取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売 
店、または当社事業所に連絡して再購入してくだ 
さい。 

Vs _ J 
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各部のを称と特長 


さ部の名称 


小バーナ ー I 
ごと <大| 
強义カバーナー I 
コン□用义力調節つまみ 

コン□用操作ボタン 

それぞれのボタ • 

ンの上にどのコー—— 

ン□のちの方、表 
示してありまず。 

左側操作ボタン ffl 獻日リクつ まみ 

電池ヶースふた" * 9 ぺ-ジ 

電池交換サイン"吟37 ベ-ジ 


グリルとびら"" ► 23 


ベージ 


グリルとび6取っ手 I 

グリル皿 
グリル焼網 
グリル皿受け 



ごとく小 

標準バーナ ー 

(温度調節機能付） 

排気口 

調理中の排気びでるとこ 
ろです。 


j 排気□カバー 


ト ッププレート 
上义グリル用火力調節つまみ 
下义グリル用觀調節つまみ 
グリル用操作ボタン 

ボタンの上に てスの マー 
クび表示してあ0まず。 

ち側操作ボタン曲獻□リクつまみ 

コン □• グリル操作部 


※図は - L タイプ(強火力 j (ーナーび左側のタイプ）です。 - R タイプは強义力 
ノ（ーナーと標準ノ（ーナーなどび左ち逆にな D ます。 


夺強义カバーナー 



立消え安全装置 
(炎検知部） 

今小バーナ_ 


立消え安全装置 
(炎検知部） 

バー ナ ーキャップ 

しる受けカップ 


電極（点火プラグ） 


しる受けカップ 



今標準バーナー（温度調節機能付） 

温度センサー 

しる受けカップ 


立消え安全装置 
(炎検知部） 



電極（点火プラグ） 


電極（点火プラグ） 


各部の名称と特長 



















































































i わかしモード表示ランプ 


揚げちのモード設定時 
に設定された温度を点 
灯-点滅で表おしまず。 


グ U j レ調理タイマー使用時に点な 
しまず。 


!わかしモード設定時 
:点なしまず。 


シサ-解除モ-ド表示ランプ 


三ンサー解除モード設 
[時に点なします。 


ぶ） 


3妙巧し 

づだ 


か)おかゆ 
夕ごはん 
巧湯わかし 


コン□タイトモ-ド表示ランプ 

コン□タイマーモード 
設定時に点なします。 


—0 200 
— « 180 
» 160 


卜づ後 
■—V を 
L -» ち 


なみ ぶ の 


:ンサー解除キー (3 秒押しが 


3ぶり料理や高温になる調理をする 
:きなど、わンサーを一時的に解除 
/たいときに使用します。 

I センサー解除モード"16 ぺ-ジ 


ムグ uj レ 

融 


分 


揚げものキー 


揚げものモード設定時 | l 使用します。 

■揚げものモード III * 14ベ-ジ 


表示部 

グ U ル調理タイマー■コ 
ン□タイマーの時間を 
お术しまず。 


タイ7—セツトキー 

グ U ル調理タイマー•コ 
ン□タイマーの時間を設 
定できまず。 


[ 湯わかし•炒飯キー ] 


コン□タイマーキー 

湯わかしモードと炊飯モードの設 
定時に使用しまず。 

■湯わかしモード III * 19ぺ-シ' 

■贼飯モード",* 17 ベ-リ 

\ J 

タイマーセツトずるコン□を選択 
ずるキーでず。 

■コン □タイマーモー ド",* 20ぺ-シ 




♦強义力 J ナーがち側の機器の場合 


炊飯モード設定時に点 
灯します。 

V _ 


•。。■おかゆ 

• 200 


♦を , 

♦ごはん 

♦ 180 

3 秒押し 

•ち ♦ブリル十 

•湯わかし 

• 160 

♦ち 

•を wmtme 

包み 
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コン□-グリル操作ボタン戻し忘れお知らせ 
機能 

タイマーや便利機能を使って、自動消义したり、他の 
ま全機能により消火したときに、操作ボタンを戻し忘 
れると、1分毎にブヴーび「ピピッ」と已回鳴ってお 
巧らせします。すぐに操作ボタンを戻してください。 
ただし、他のバーナーを使用中は、ブヴーは鳴りませ 
ん> 。 


カスタマイズ機能 111*27 ベ-ジ 

•コン□消し忘れ消'义機能時間： 30〜90分の間 

で、10分刻みおよび吕時間に設定できます。「一一 
(吕時間)」（強义カバーナー-標準バーナー-ルバ 
ーナーすベて同じ時間）に設定でさます。購入時は 

「- （2 時間)」に設定されています。 

※この説明書では、購入時に設定されている時間で 
説明しています。 


2 


ホ操作ボタンを戻し忘れるとブザーで I ホコン□消し忘れ消义機能時間を任意に 
お知6せ 設定 


各部のを称と特長 


コン □. ヴリル操作部の名称 


•強义力/ V —ナーび左側の機器の場合 

飯モード表示ランプ 1 I 揚げもの設定温度表示ランプ1 I グリル調理タイマー表示ランプ1 


便利-安を機能のご紹介 


各部の名称と特長 


覆 


凑に 




七す 


ホ 


壶とし 











































































各部のを称と特長 


ホ炎が消えると、ガスを自動的にスト 


V 


立消え安全装置...4 35.-.- 

脚ぶ jTiga 儒準パ-卜)ルバーナー） 

調理中に煮こぼれなどで乂び消えると、自動的にガス 
を止めます。 

ホコン □ を消し忘れても一定時間で自 
動消义 

コン□消し忘れ消义機能,.* 27 • 33 • 34 • 35 ぺ-シ 
ぉ朋 ittpa 喔準バー-)り、バーナー ) 

すべてのバーナーは約2時間で自動消义し、消し忘れ 
を防ざます。 

ホ自動的に义力調節し、なべの異常過 
熱を防止 

高温自動ミ品度調節機能 III* 10ぺ-ジ 
ぉ丽 ( mmn - t -') 

焼さもの調理-炒りをの調理など比較的温度の高い料 
理や、なべのから焼きをしたときに強义-弱乂と自動 
的に义力調節し、なべの異常過熱を防止します。 

この状態び30分！; Lh 続いた場合、または弱火状態で 
をセンサー温度び更に上昇した場合は自動消火しま 
す。調理に支障びあるとさはセンサー解除モードをお 
使いください。 


ホ調理油の過熱を防ぐ 


天ぷ 5 油過熱防止機能 III* 10 • 33 • 35 ぺ-ソ 
•卻 ル， lea 席準バー-)ルバーナ ー；) 

調理油び過熱されると、自動的にガ 
スを止めます。 



ホなベの焦げつきを検知し初期段階 
で自動消义 


焦げつき消义機能 II* 33‘35 


霸力にナ3 


ぺージ 


準 バーナ ー) (ルバーナ ー) 

煮をの調理などでなべ底び焦げ 
つさはじめるとなべをいため 
る前に自動消火します。 

なべの材質、調理物の種類、 

火力によって焦げの程度は異 
なります。 

※なべ底にこんぶや巧皮などを 


叢 


P 


、、占 < se 今 ミ肖火 


しいた調理では焦げつさ消乂機能び正常にはたらかな 
いことびあります。 


グリル安全機能 


づ•がが消えると、ガスを自動的にストップ 


立消えを全装置|,*35 


ぺージ 


グ U ル使用中に風などで乂び消えると、自動的にガス 
を止めます。 

ホグリル庫内が過熱すると自動消义 


グリル過熱防止センサー 11*35 


ぺージ 


魚などの調理物を入れずにから焼さした場合など、グ 
U ル庫内の温度び異常に高 < なつた場合に自動消义し 
ます。 


グリル便利機能 


• I •水のい6ない両面焼グリル 

グ U ル皿に水を入れずに使います。火力調節は上火と 
下义と別々に調節でさ上火と下乂の組み合わせにより 
4段階あります。 


ホグリルとび6 1*23-30 


ベージ 


•グ|」ルとび5を引き出す幅び広くなりました。 

焼きをのの出し入れを簡単になりました。 

♦グ U ル皿、グ U ルとび b もワンタツチで取りはずせ、 
お手入れを簡単にでさます。 


>各部の名称と特長 























































安全上のごミ主意 


♦必ずお守りください 

この取扱説明書および製品には、お使いになる人や他の人への危害や財産への損害を未然に防ざ、この製品 
を安全に正しくお使いいただくための重要な内容び説明してあります。 


♦む下に示す表示と意巧をよく理解してか6本文をお読みください。 


么を険 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または 
乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、また 
は火災の可能性び想定される内容を示しています。 

么を 局、 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
みの発生び想定される内容を示しています。 


♦絵表示には次のような意味があります。 


A 

この絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」巧容です 


誌栽す しては ぃけなぃ (§)— € 

) 接触禁止ろ解禁止 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」巧容です ( 

換気必要 


ガス グループ 


〈例> 銘板 （1 吕 A- 13 A の場合） 


■供給ガスと銘板に表示してあるガス種（ガスグループ）が合っていることを確認する 

供給ガスと一致していない場合、そのまま使用す 
ると不完全燃焼により、一酸化炭素中毒になった 
り、爆発着火でやけどをすることびあります。 

銘板は機器内後ち側面に張ってあります。 

供給ガスびわからない場合はお買い上げの販売 
店、またはガス事業者に問い合わせてください。 

転居されたとをち、供給ガスの種類び鈴板の表 
示と一致していることを確認してください。 


型式の呼び 

0000000 


12 A '13 A 


ガス種を確認 


都巿ガス 


12 A 用 

13 A 用 

ガス消費量 

ガス消費量 


敦を年月および製造番号 



製造年月 


■ガス漏れに気づいたら絶巧に义をつけた 
り、電気器具のスイツチの入•切、電源 
プラグの巧き差し、周辺の電話を使用し 
ない 


炎や乂巧で引乂し、爆発 
事故を起こすことびあり 
ます。 




义気禁止 



■ガス漏れに気づいたらすぐに使用を中止 
する 

①すぐに使用を中止しガス栓（ねじ 
ガス栓）を閉める。 

③窓や戸を開けガスを外へ出ず。 

③をよりのガス事業ち（供給業を）に 
連絡ずる。 

③.別 I 酔 ③ 



〇 


必ず巧ラ 


U 靈麦ご讓 
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安全上のごミ主意 


■設置するときは可燃物との距離を確実に離す 

距離び近いと乂災の原因になります。（火災予防条例で 
定められていますので、必ず守ってください）可燃物と 
の距離び守れない場合は必ず別売の防熱板を取り付けて 
ください。また表面びステンレスやタイルでを壁の内部 
び可燃性の場合は必ず別売の防熱板を取り付けてくださ 
し、防熱板はお買い上げの販売店、またはガス事業をに 
ご相談ください。 

■設置後機器の周辺を改装する場合も可燃物との 
距離を確実に離す 

ガス機器防火性能評定試験基準の変更に伴い、可燃物か 
らの後方離隔距離び製造年月によって異なります。 

製造年月は銘板に記載してあります。 



〇 


可燃物との 

已 cmliLh 間さお実 


(可燃性の壁の場合） 


(例）09.04 - 000001 


\製造年月 

※製造年月0目.03じ(前は1已 cm じ(上 


■機器の上や周囲にはペットボトル、調理 
油、スプレー巧、力七ットコン□用ボン 
ベなど燃えやすいものを置かない 

熱でスプレー宙内の圧力び上びり、ス 
プレー宙び爆発したり义災の原因にな 
ります。 





■機器の周囲ではスプレー、ガソリン、ベ 
ンジンなど引义の恐れのあるものを使用 

しない / C'N 

引乂して火災の恐れびあります。 f \) 


要です 

機器の設置-移動-取りはずし-買い 
替えの際には、必ずお買い上げの販売 
店、または当社事業所にご連絡くださ 
し、。 



※詳しくは、設置工事説明書を参照してください。 

■絶巧に改造-巧解は行わない 

改造-分解は一酸化炭素中毒の恐れびあります。 
また、乂災の原因になります。 




ろ S ¥ 禁止 


■地震、义が、または使用やに異常な燃焼、 
臭気、異常音を感じた場合、使用途中で 
消义した場合はただちに使用を中止し、 
ガス栓（ねじガス栓）を閉める 


故障かな？と思ったら（ II 時 32〜37 ベ- ジ） 
に従い処置をする。 




〇 

ガスをを 
閉める 


■义をつけたまま離れたり、外出、就寝を 
しない 

調 S 中のをのび異常過熱し乂災の原因 
になります。特に天ぷら、揚げをのを 
しているとさはミ主意してください。 

グリルを消し忘れると調理中のちのに火びつを 




〇 

必ず奇る 

<ださい。 

電話や来客の場合 
はいったん乂を消 



口 


して < ださい。 


T 



■使用後は消义を確認しガス栓（ねじガス 
栓）を閉める 

消し忘れによる火災の原因になりま 
す。特にグリルは消し忘れをしやすい 
ので、機器から離れるとさは必ず消火 
して < ださい。 


〇 

ガスをを 
閉める 




安全上のご；法意 










































































を全上のご注意 


■点义操作時や使用中はバーナー巧おに顔 
をおづけ過ぎない 

炎や熱で顔をやけどする 
恐れびあります。 



s±e. 
日 
/必、 


■使用やは手やを服を炎、バーナー、排気 
□イ寸おにおづけない 

袖やエフ□ンなどを服に着义したり、熱によるや 
けどの恐れびあります。なべを動かすとをや炎の 
大ささび自動的に弱乂 
から強火へ切り替わる 
とさびあるのでミ主意し 
て < ださい。 







■を類などの乾燥や練炭の义起しなど調理 
じ外の用途には使用しない グ〜 

乂災や過熱-異常燃焼による機器焼損 (\j 
の原因になります。 


爲 



■使用やは換気をする 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すな 
ど換気をしてください。換気をしない 
と不完全燃焼による一酸化炭素中毒の 
恐れびあります。 

ミ主：ただし、屋内設置 
で自然排気式給湯器お 
よびふろびまを使用し 
ている場合は換気扇を 
回さず窓などをあけて 
換気してください。排 
気ガスび逆流すること 
びあります。 




OW 


で 


■点义操作をしても点义しない場合は操作 
ボタンを消义の状態に戻して、しばらく 
時間をおき、周囲のガスがなくなってか 
ら再度点义操作をする 

すぐに点乂操作をすると周囲のガスに 
引乂して、衣服に燃え移ったり、やけ 
どをする恐れびあります。 


■コン □•グリル使用や、使用直後しばら 
くはトツププレートに独れない 

高温になっていますのでやけどをする 
原因になります。 


〇 


(D 

接軸禁止 


使用直後は操作ボタン • 操作部 • 
グリルとびら取つ手以外は触れ 


■使用や、 

つまみ 
ない 

やけどをすることびあります。と<に 
幼いお子様びいる家庭ではごミ主意くだ 
さい。 

■幼い子供には触6せない 

やけどやけびなど思わめ事故の原因に 
なります。 




接触禁止 




■点検-お手入れの際は必ず手袋をして巧う 

手袋をしないでお手入れすると機器 
の突起物などでけびをすることびあ 
ります。 


〇 


薇群るして 


■扇風機やぶ暖房機器の風を機器に当てない 

機器焼損や作動不良の原因になります。 







•使用中はときどき正常に燃焼していることを確認してください。 

•使ラバーナーの操作ボタンをまちびえないよラにを意してください。 

•使用中に、ガス栓（ねじガス栓）を操作しての消火はしないでください。 

•コン□を使用している場合は、機器下のキャビネットとびらをゆっくり開閉してく 
ださい。 

乂び途中で消える場合びあります。 

•熱くなったなべなどをラベルの上に直接置かないでください。ラベルび熱で変色し 
たり、損傷したりすることびあります。 

•トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど電磁 
誘導加熱の調理機器を使わない。磁力線により本製品び故障する原因となります。 
























































































• 2 つの排気□力 
バーの ツメ部を 
さ々内側に向け 
トッププレート 
の くぼみにセット 
して < ださい。 

•排気□カバーの 
が側の凸部をトツ 
ププレートの巧 
に入れてくださ 
し、 


下火カバー （ RS タイプのみ) 


準備をしましょう 


さ部品のセツ 


排気□カバー 






ヴリル皿-ヴリル焼網 


•グリル皿の「テマエ」刻印 
を手前にして、グリル皿受 
けにグリル皿びしっかり入 
るよラにセツトしてくださ 
い。 

•グリル焼網の「テマエ」刻 
印を手前にして、脚のツメ 
を、グリル皿の角巧にセツ 
卜して < ださい。 



< 

と 


面に I わツプ確て 

上後レ合、のプにし 

、前に乱面ッ巧卜 

はをヴ部な裏'、のッい。 

と▼'のてとを I にだ 
ごのし卜せごメレ実< 

♦ ♦ 


準備をしましよう 























































準備をしましょう 


バーナーキャップ 

•ノ（ーナーキヤップは3種類あります。 


1 . バーナーキヤップの凸部をバーナー本体の凹部の位 
置に合わせてセットしてください。 


2. バーナーキャップのつばを手前じし、バーナーキャッ 
プ上面の AE 日を奥側にして取り付けてください。 

•取り付け後、ノ（ーナーキヤップを回して動かないか確認 
して < ださい。 


V . 標準 バーナー 

しる受けカップ 

• しる受けカップは3種類あります。 

•強火カバーナー （「 H 」 刻印）と標準バーナー用 
のしる受けカップは、切り込み部び手前になる 
よラにして正しくはめ込み、浮を、傾をのない 
よラにセットしてください。 

•ルバーナー用のしる受けカップは、▼印を手前 
にして、2個所の切り込み部を手前は電極に、 

奥は立消え安全装置を通してはめ込み、浮を、 

傾さのないよラにセツトしてください。 





意 ， 

■ごとくは正しくセツトする 

■ノナーキャップ-しる受けカップは誤ったセッ 

誤ったセツトをするとなベなどび不安定になり、かた 
むいたり、倒れたりします。 

Q 

卜で使用しない 

しる受けカップび傾いたり、ノ（ーナーキ ャッ フを正し 
く取り付けないと、点乂しなかったり、炎のふぞろい 
やを义を起こし、不完全燃焼による一酸化炭素中毒の 
恐れびあります。また、炎び機器の中にをぐりこんで、 

焼損することびあります。 

麵で繼禱 

確認ず る 


バーナーキャップの浮さ しる受けカップの傾をやバーナーキャップの雲返し 


裏返し 

誤った七ツトの例 

誤った七ットの例 


• ノ（ーナーキャップをセットしたときは必ず正常に燃焼しているか確認してくださし、。 

•バーナーキャップ-ごとくはお客様び取り替え可能な消耗品です。薄くなったり変おして炎びふぞろい 
になった場合は交換び必要です。お買い上げの販売店、または当社事業所へご相談してください。 "1*37 ベ- ジ 
•ごとく、しる受けカップはホー□—仕上げです。よごれなどび焼きつくことびありますので、こまめに 
掃除をしてください。よごれび焼きついてち性能はかわりません。 111*30 ベ- ジ 






































準備をしましょう 


乾電池の取りなけ 


電池ケースはノ（ネル前面にあります。货©方向をおかめて乾 
電池をセツトして < ださい。 

Q 機器が冷めていることを確認する 

R 電池ケースふたのつまみを下へ押 
U して手前に開く 



不用意な点火を防ぐ【点火□ック 


操作ボタンを巧せないよラに、□ックすることびできます。 

今□ックする 

点火□ックつまみは、グ U ルをはさんで左ち2個所にわかれ 
ています。 

n □ックする側の操作ボタンが、2個と 
も消义①位置じあることを確認する 

操作ボタン 


R 電池を入れる 

単1形アルカ1」乾電ミ也 （1 .已 V ) 2個を下図のように货 
©を確認して正しくはめ込んでください。 


Q 電池ケースふたをもとに戻す 



■乾電池は巧電•巧解•加熱•义 /CN 
のやへ投入しない VV 

■新旧-異種の乾電池は混用しな 
い 


■器具を廃棄する場合は、乾電池 
をはずす 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、 
けびややけどの原因になります。 

■乾電池に記載してある'ま意事項 
をよく読み、正しく使う 


〇 


し号^ 

□ック I 


点火□ック 


《図はち側の操作ボタンの点火□ックです。 

0点义□ックつまみを、ちち向にス 
U ライドさせる 

□ックでさます。 



□ック 


今□ックを解除する 

n 点义□ックつまみを、左ち向にス 
U ライドさせる 

□ックを解除できます。 


解除. 


• □ックしてある場合は、操作ボタンを強く 
巧し込まないで<ださい。破損する場合び 
あります。 


準備を しまし よ ラ 
































































■やかん、なべなどの大きさに合わせて 
义力を調節する 

乂加'靖いとやかん 、 WW 
なべなどの取つ手か なべなどの大 
焼損したり、手に触きさに合ゎせ 
れるとやけどをする "CAiAiige 

原因になります。また自動で乂力び切り替わる 
場合びあるので火加減にミち意してください。 

■バーナーキャップを水洗いしたときは水 
気をじゅうぶん切ってから七ットする 

炎□び詰まったまま 
使用すると異常燃焼 
麵になります。 

■片手なベや底の丸いなべは不安定な状態で使わない ベ、^ 

なべび傾いてやけどの原因になります。 V nJ 

なべの種類によっては、傾いたり、すべりやすいちのびあります。 濯^^^^ 

ルさな片手なベや底の丸いなべは、必ず取っ手を持ちなびら調理してください。 

ルさななベはルノ（ーナーをご使用ください。 


• みそ汁を温めなおずとさは义力を弱めにして、よくかさ混ぜなび6温める 

強火で急に温めなおずとなべ底に沈んだみそび突然噴さ上びり、みそ汁び巧び散ったり、なべびはねあびって 
ひっくりかえることびありまず。特にだし入り豆みそ(ホみそなど）に注意してください。 

•煮こぼれにミ主意ずる 

機器内部およびキャビネット内部のちのなどびミちれまず。また、トッププレート-ごとく -バーナーなどに煮 
こぼれび焼さっいたり、機器を早くいためまず。火加減に注意してください。 

•火力を弱火にしたとさは、消し忘れに注意して<ださい。 

•調理中になべをのせかえるとさは、いったん消火してください。 

使用中に自動的に弱义になったときは_ 高温自動温度調節機能び作動 

焼さちの調理-げりちの調巧など比較的温度の高い料理や、なべのから焼さをしたとさに強乂-弱乂と乂 
力を調節し、なべの異常過熱を防止する機能です。（強火カバーナー•標準バーナー） 

この状態び3□分似上続いた場合、または弱乂状態でをセンサー温度び更に上昇した場合は自動消义します。 
調理びでさない場合はセンサー解除モード（強义カバーナー）をお使いください。 111*16 ぺ-ジ 



' •炎び自動的に強火•弱火と切0曽わ〇ますび、故障ではあ0ません。 

•炎の大きさび自動的に変わります。やけどの恐れびあるため、バーナー付近には顔や手などを近づけないようにしてくださし)。 
•高温自動温度調節機能び作動して、最細こ弱火になったとき、ブヴーび「ピピピッ」と1回鳴ってお知らせし 
ます。（センサー解除モードを使用した場合ち同様でず。） 

• 自動消火した場合は、なべなどび大変熱<なっていまずので、やけどなどに注意して<ださい。 


コンロをお使いになる前に 


コン□を使うときの注意 


下記のミ主意や「安全上のごミ主意 III * 4 s - ジ」をよくお読みになってお使いください。 



■コン □をおおうような大きな鉄板やなべは使わない 

一酸化炭素中毒のおそれびあります。 

■アルミはく製しる受け、省エネごとくなどの補助具 
は使わない 

一酸化炭素中毒や機器の異常過熱のおそれびあります。 

■焼き網は使用しない 

しる受けカップにたまった巧などび発乂したり、機器の異常 
過熱のおそれびあります。 

■石焼いもつぼは使用しない 

機器の異常過熱による機器損傷の原因になります。 



1 1 



づ口 





アル S はく製しる受け省エネごとく 




焼さ網 


石焼いちつぼ 


さ 


n ン□をお使いになる前に 
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■温度七ンサーの上面となべ底が密着していないときは使用しない 

参温度センサーびなべ底の温度を正しく検知でをずに、発乂や途中消火、機器焼損の原因になります。 
参中華なベ用浦助ごとくを使用すると、温度センサーびなべ底に密着しない場合びあります。 




、なべ底び 
凸凹 


□ 


3 mm じ1上の凸凹 


底び丸い 
中華なベ 




中華なベ用補助ごとく 


コンロをお使いになる前に 


式標準バーナー> 


■ 天ぷら-フライなどの揚げもの 
■ 炊飯-おかゆ 
■ 煮もの.煮こみ料理 


強义カ バーナー> 


■ がめものなど、強い义力を必要とする料理 

•け飯-焼さそば-野菜げめなど 

■焼きものなどの高温じなる料理 

•たこ焼さ-ホイル焼さ-お巧み焼さなど 
•ポークソテー-ソーセージなどから焼きにちかい料理 


い」り（ーナーでは、保温やあたためなどの火力を必要としない料理にお使いください。 


♦温度センサーを正しくはた6かせるために、必ずお読みください。 



さび巧れ 
異物び付着 



な化材料 
の重量び 
SOOgOT 


使用できるなベと温度センサー 


料理に応じてバーナーを使い分け 


■耐熱ガラス容器、±なべなど熱の伝わりにくいもの、底が浅く広いなべなどでの油 
調理はしない 


ミ由の温度び上びりやすく発义の原因になります。 


◎ 


耐熱ガラス容器 ±なべ 


底び浅いなべなど 




r 

なべの種類 

(譜） 

その他の料理 

(煮ものなど） 

温調機能（標準バ—ナ -) ^ 

揚げものモード湯わかしモード 

III * 14 ベ-ジ "今19 ぺ-ジ 

ま賞に © ^<3 

底の平6なアル S 製中華なベ 

〇 

(油量： 2日日の化^(上） 

〇 

〇 

(油量：已日日〜1£ ) 

〇 

(水量：已〇〇证 f 〜2む 

[ス婚手)曾ゴ S 

底の平らな鉄製中華なベ 

〇 

(油量： 20日/が切上） 

〇 

〇 

(油量：己 OOm 公〜1 C ) 

〇 

(水量：已日日 i 加〜2£) 

爲手 2 .蘇 m 底 麗)@ィ 眉 

X 

〇 

〇 

(油量：己日日〜1 C ) 

〇 

(水量：已日日の f 〜2£) 

± なべ 一口、 

H 欄ガラス容器 

X 

〇 

(ただし、消火する 
場合びお0ます） 

X 

X 

圧力なベ 

X 

〇 

(ただし、消火する 
場合びお0ます） 

X 

X 

S 驚； ^ 

、 

〇 

(油量： 2日日 m 狂^上） 

〇 

X 

〇 

(水量：已日日曲 f 〜2£) 


〇 :適する X :適さない（温度を正しく検知しない場合あり) 


華なべについて_ 

•なべ底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 
.中華な ベの 種類によっては なべび 安定せず、温度センサーび正しくはたらさません。 
• 必ず取っ手を持って調理してください。 


n ン□をお使いになる前に 
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コン□をお使いになる前に 



， A ミ; 

た意 ' 

■温度七ンサーのお手入れはこまめに行う 
また上下にスムーズに動くことを確認する 

なべ底に密着しなくなり調理巧び発火イ 
する場合びあります。また、動さび悪 
いとなべなどび傾さ、お湯などびこぼ 
れやけどをする原因にち） 上下動 

なります。なべの重さは 、_が®を S 

調理物を含め3□□旨じ(上度センサ- 
必要です。密着しない場/;^^^ 

嘗'く譜 L . 修理を依頼し^^^^ 

■温度七ンサーに強いシヨックを加えたり 
キズをつけない 

なべ底にセンサーび密着しなくなり、調理ミ由び 
発义する場合びあります。 广 


欣飯に適したなべを使いましよう|*1 7 


ぺージ 


炊飯に使巧するなベの種類 

ごはん 

おかゆ 

炊飯 量 •ポイント 

別売の 

炊飯専用なベ 

RTR-03D 

〇 

〇 

白米 3 合、全びゆ 0 .已合（おかゆを巧く場合、吹 
をこぼれますので、&たをずらして使用してく 
ださい。） 

RTR-300D1 

〇 

〇 

白米 3 合、全びゆ 1 合、 t 分びゆ日.已合 

RTR- 已〇〇 

〇 

〇 

白米己を、全びゆ 1 合、 t 分びゆ日.己を 

アル S 製のなべ 

〇 

〇 

薄手に mm 政下）の場合は焦げつきやすくなり 
ます。 

ホー□-、ステンレス製のなべ 

〇 

〇 

-白米は焦げる場合びあります。 

. 薄手に. 5mmliTF) のステンレス製のなべの場 
合は焦ばつをやすくなります。 

±なべ 

X 

〇 

おかゆ外は炊けません。 

1遲毅ベ.励なベ^ 

X 

X 

ラまく炊けないので使用しないでください。 

ノ 


〇 :適する 


適さない（温度を正しく検知しない場合あり） 


$•なべは正しく七ットする 




なべにふたをして、なべ底の中むび温度センサーの頭部に密着するよラにセツトしてください。 


イ上手に炊飯するためになベを選ぶ> 


なべの縁は高< 



みたとなべにすを間びないちのを！ 


ご、たび重いちのを 


なべは深いちのを！ 

• ふきこぼれて、ご飯びかたくなったり焦げたりする原因になります。 
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■使用する調理油の量は 200 m ぶ]:>(上で行う 

調巧巧の量びはじめから少なかつたり、減ってさたりすると発义する 
ことびあります。 



〇 


200 m 化(上 


■強义カバーナーの七ンサー解除モードは揚げもの調理には使用しない 

調理巧の温度び高くなり、発乂する恐れびあります。 




H n ン□を養5になる前に 


























































n 义力調節つまみを左ちにゆっくり 
U スライドさせる 


♦左にスライド：火力び強くなる 
•ちにスライド：火力び弱くなる 


強义- 


弱 

• 弱义 



♦火力調節つまみを早く操作すると消火したり、炎 
が一瞬大さ<なる場をがあります。 


感_消 义 


Q 操作ボタンを押す 

操作ボタンび戻ります。 

必ず乂び消えたことを確認してくださし)。 

ボタン表示窓 
(赤色消える） 



自動消义したとさは、操作ボタンは戻りません。す 

ぐに操作ボタンを消义の状態に戻してください。 

•操作ボタンを戻すまで、1分毎にブヴーび r ピピッ」 

と巳回鳴ってお知らせし続けます。|||吟2 ベ- ジ 
V J 


P ガス栓（ねじガス栓）をを開にする 

機器下方のキャビネット内にあるガス栓（ねじガス 
栓）を全開にします。 

因 □ックを解除する 

点火□ックつまみを左へスライドさせ点火□ックを 
解除します〇 1"* 9ぺ-ジ 

□ック解除 



fz j 点 义 _ 

g 操作ボタンをいっぱいに押す 

ボタン表お窓 



R バーナーへ义移りしたことを確か 
めてか6手を離す 



■万一点义しないときは、操作ボ 
タンをいったん消义のが態に戻 
し周囲のガスがな <なってから 
再度点义操作を行う 

すぐに点火操作をすると周囲のガス 
に引火して、巧服に燃え移ったり、 
やけどをする恐れびあります。 




♦乂力調節つまみの位置び「弱」のとを操作ボタンを 
巧すと「強」の方向に移動します。ただし強义カバ 
ーナーは中义点义式のため、他のコン□と違い义力 
調節つまみび r 中义」の位置に移動しますので強め 
に巧して < ださい。 

•すべてのコン□とグ U ルび同時に放電します。こ 
れは全個所放電する構造となっていますので異常で 
はありません。 


♦長時間使用していなかったり、朝一まなどはじめ 
て点乂するとをは、ガス管内に空気び入っていて点 
乂しにくいことびあります。 



コンロを使いましよう 


コン□操作の基本 


コン□バーナーには消し忘れ消火機能がついています。強火カバーナー • 標準バーナー • ルバーナーは約2 
時間連続使用すると自動消火します。 111*3 ベ-ジ 

準_備_^义力調節_ 



ぷ n ン□を使いましよラ 











































コンロを使いましよう 


コン□操作部の使いかた^ 


センサー解除キー- 


お 


3 秒巧し 
>を 




〇〇*度おかゆ 
♦ごはん 
•湯わかし 


1200 

180 

'160 


包お ぶ 


湯わかし-炊飯キー 


•後 

•を 

■ち 

硬 


>グリル 


分 


タイマーセツトキー 


揚げちのキ- 


調理油の温度を自動調節【揚げちのモード】 


-コン□タイマーキー 

《図は強火カノ くーナーげ左側の機器の場合です。 
※操作部の詳細は2ページを参照してください。 


揚げちのモードは標準バーナーで、揚げちの時に使用でさるモードでず。 

天ぷら-フライなどの揚げものを調理するときに油の温度を一定に保つことびでさます C 


を 


乂 


Q 標準バーナーの点义操作をする 


点乂操作111* 13 ジを参照して< だ 
さい。 

乂力調節はなべの大ささに応じた火 
力にしてください。 



理 


^モード設定 



□ 


油が設定された温度 
になると… 

ブヴーで「ピピピッ」と 
3回鳴ってお知らせしま 
す。 



Q 揚げものキーを押す 

揚げをの設定温度表をランプ 
び点巧します。 


1、ゆ 
t ん 

0200 
• 180 

み 

かし 

0 160 

( 

巧 




•揚げちのキ- 


>揚げちのキーの1回めの操作時は、 
18 0° C に設定されています。 


B 食材をお入し、調理をはじめる 

自動的に乂力調節して油の温度を設定温度に保ちます。 
途中で材料をを<入れ油温び大さ<下びった場合は、 
設定温度になったとさ再びブヴーび「ピピピッ」と 
3回鳴ってお巧 b せします。 


愈終 


了 


•揚げをのモード使用中に揚げをのキー LU 外のキー 
を巧さないで < ださい。 


Q ) 温度設定 




□ 


揚げものキーを巧し、温度を設定する 


揚げをのキーを押すごとに、 
「18〇。ご」一に日日で」一 ri 目日。 C 」 
一消灯（取り消し）一 riscrc 」 …の 
順で切り替わりまず。 

〈揚げちの調理の設定温度の目安> 


• 200 
0 180 
0 160 


g 操作ボタンを押して消义の状態じする 

揚げをの設定温度表示ランプが 
消灯します。 

必ず火が消えたことを確認して. 

くだ'さい。 III * 13 ベ-ジ 



n 





1己日で 

とりのからあげ、フ U ッター、ドーナツ 

18日 。 C 

天ぷら、コ□ッケ、フライ、とんかつ 

2日日 。 C 

クルトン、かきをちあげ 


>調理の途中でわ設定温度を変えることがでさます。 
>消口（取り消し）にすると揚げちのモードが取り消 
され自動判別モード I "吟21ぺ-ジに設定されます。 


け易げものモードの油の温度は、天ぷら用鉄製なベで 
設定してあります。なべの種類•材質や厚さ、油量 
などにより、設定した温度と異なる場合があります。 
加減してお使いください。 

>なべの材質は、鉄製なベで、油量は0.已〜1ぶが最 
適です。 

アル S や銅は設定温度より低めに、ステンレス•ホ 
一□一は高めに温度制御します。 

油量が多いと設定温度より低めに、油量がかないと 
高めに温度制御します。 
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コンロを使いましよう 


ま示温度より10で高く設定 （170 で-190で- 210で）をする場合 

最初に揚げものキーを巧したと舌に、そのまま約3秒巧し続けることにより、+10にの温度設定びできまず。 



〈点滅〉 

190に 


〈点灯〉 
200で 


〈点滅〉 

210に 


〈点な〉 
] 曰〇で 


〈点滅〉 

170に 


〈消灯〉 

設定解除 


Q 標準バーナーの点义操作をする 

点乂操作 111* 13 K-y を参照してくだ 
さい。 

义力調節はなべの大ささに応じた 
乂力にしてください。 



の揚げものキーを押して「180で」 
U に設定したまま、揚げものキーを 
押し続ける 

• 180での設定にすると「ピッ」と鳴りますび、 
そのまま巧し続けてください。 

U 贿し続けて、約3秒後） 

•約3秒巧し続けると再び「ピッ」と鳴り、190で 
の設定になり、 180 °巳 ランプび点滅します。 


200 
80 
160 



巧揚げものキーを押すごとに r ピッ」 
U と1回鳴って170でまで10でご 
との温度設定ができます 



>消火した場合は、この設定は解除されまず。 
ご使用の際は、その都度、設定操作を行つ 
て < ださい。 

>調理の途中でち設定温度を変えることびで 
さます。 


^ n ン□を使いましよラ 
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コンロを使いましよう 


高ミ豆調理をする【センサー解除モード】 


センサー解除モードは強义カバーナーで、炒る料理やあぶり料理などのから焼さにちかい高温調理をしたい 
と舌に使用で舌るモードでず。 

焦げつを消义 機能と 天ぷ5油 過熱 防止 機能を解除し、高温調理びできます。（約30分間使用でさます。） 

下の図はすべて強义カバーナーが左側の機器の場合です。 


&点 义 


感調 


理 


Q 強义カバーナーの点义操作をする Q 食材をお入し、調理をはじめる 


点火操作1114 13 ジを参照 
してください。 


•0。 




邀モ-ド i 粧 


^♦なべの 異常過熱を防止す るた め、強火•弱火と火 
力び自動的に切り替わります。 

また、弱火状態でをセンサー温度がさらに上昇した 
場合は、温度センサー過熱防止機能がはたらを、自 
動消火します。 

•再点火してわ火がつかない場合は、しばらく待って 
からおこなってください。 


お 


Q センサー解除キーを3秒長押しする 

表示部び「（」 一 「一 I 」 一「しい 
-「£3」と表示されます。「>ご」び 
表をされたとさ、「ピッ」と1回鳴つ 
てお知らせすると同時にセンサー解 
除モード表おランフび点なし、セン 
ヴー解除モードに設定されます。 


3秒押し 
►左 


B 約30巧経過すると… 

ブヴーで「ピー」と 3 回鳴ってお巧 
らせし、センサー解除表をランフび 
消巧し、自動消火します。 

また、表示部び r 日日」と r -3」 を交 
互に表示します。 


ぶ） 


3秒巧し 
〇左 




巧)巧 


7 



D 操作ボタンを押して消义の状態に 


I ちラー度センサー解除キーを巧すと取り消しにな 
ります。 


する 


•0。 
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コンロを使いましよう 


ごはんもおかゆもコン□で炊ける【欣飯モード】 


炊飯モードは標準パ‘ーナーで使用できるモードでず。 

「ごはんモード」と「おかゆモード」びあります。また、別売の炊飯専用なベ III * 37 ジをお使いいただくと、 
上手に炊飯でさます。 


お米の準備【欣飯モード】 


I 炊飯モードを 使ラ前のお米の準備について説明しています。 


&おがをはかる 


g 180の《用計量カップでお米をはかる 

180/1) 《用計量カップを使うと、 1カップで米1 合になります。 
• 1回で炊ける量は、 

ごはん： 1〜已合 （已合な上は炊けません） 

おかゆ：全びゆは 1合な下 （約已人前） 

t 分びゆは 0.已合な下 （約3人前） 


t ゴひのは U.! 

^おがをミをう 


n たっぷりの水でさっと 
U かき混ぜ、水を素早< 

捨てる 

B 「かき混ぜ^先い流す」を数回繰り返す 

にごりびラすくなるまで手早く洗ってください。 




>無洗米の場合は、1、2度すすいでにごりを少、なくしてくだ 
さい。にごったまま炊飯するとデンプン質が沈;殿し、厮飯不 
良の原因になります。 


^水如減をする 


新米•ち米、かため•やわらかめなど、好みに応じて水を 
加減して < ださい。 

炊飯に適したなべを使用してください。 III* 12 ぺ-ジ 

Q 180讯《巧計量カップで水をはかる 


1 80/ n ^ 用計量カップを使5と、 
なります。 

〈水加減の目安> 


1カップでか180献に 


米の量 

か量 

炊飯 

おかゆ 

容量（重量：合数） 

全びゆ 

t 分びゆ 

化 m £ (38 吕： 0.2 巳合） 

— 

3 G 0 mi 

47日/が 

90 m £ (7 已呂： 0.已合） 

— 

已40 m 谷 

G30n]^ 

180111£ (1 巳0巨：1合） 

3日日 /n 夕 

90 CM 

— 

270 ni (2 乙已呂：1.已合） 

390771^ 

— 

— 

3己 （300 吕： 2合） 

4 8日の夕 

— 

— 

4已 Omf (37 已呂： 2.已合） 

已8日/が 

— 

— 

已 40m《（4 已〇吕： 3合） 

己 70m' 

— 

— 

720M (己00吕： 4合） 

目3日/が 

— 

— 

900m' (7 巳0有：巳合） 

11 30 mi 

— 

— 



•白米について 

-新米はやや水をかなめにしてください。 

•無洗米について 

-無洗米は水を加えると表面に気泡がでさて、水が販収されにく 
くなります。一度洗い流すか、よくかき混ぜて気泡を飛ばしてく 
ださい。 

-水の量を約3%程度多くする。または、無洗米専用計量カップ 
を使ってください。 

-別売の炊飯専用なベ ( RTR -03 D ) で3合を炊くと、ふさこぼ 
れる場合があります。 

•腔す精米、輸入米、古米、麦ごはんについて 

-水に浸してから炊飯してください。 

. 水をやや多めにしてください。 

•おかゆについて 

-途中でかさ混ぜると焦げつをやすく、粘りがでて風巧が悪 
<なります。 

-塩はでさ上がる直前に入れてください。 

-出し汁やお茶を使ったおかゆをでさます。 

•炊さ込みごはんの場をは、具の重量と同じ程度の水を余分に 
加える。別売の炊飯専用なベ （ RTR -03 D ) で3含を炊くと、 
ふきこぼれる場をがあります。 

•お米が入っている袋に記載してある内容（方法、手順など）を 
確認してから炊飯してください。 


お米を水に浸す 


ごはんモードやおかゆモードの 場合、浸しおさをしてください。 

〈お米を浸ず時間の目安〉 


お米の種類 

お米を水に浸ず時間 

音〜夏 

秋〜冬 

1 

白米-無洗米 

30分政上 

日0分し化 

虹芽精米-輸入米- 
ち米- 麦ごはん 

目0分しん h 

日0分し化 

おかゆ 

〇〜30分 

〇〜30分 


• 無洗米の場合は必ず浸しおきをして、炊いてくだ 
さい。ふきこぼれる場合びあります。 


• 洗米した後、おず30分！;!上水に浸してか6炊飯してくださ 

し、。 

• を米してすぐのお米を、炊飯するとごはんびかたくなりま 
す。 

■一度水に浸したお米は、砕けやすくなりまず。砕け米び混じ 
つたり、お米をとざ足りない場合はニオイ、黄ばみ、炊飯 
びラま < でさない原因になります。 
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W n ン□を使いましよラ 



















































コンロを使いましよう 


ご飯を欣く【欣飯モード】 


機器を囲う油ガードなどを設置ずると排気の流れび変わり、燃焼不良となり、 
炊さムラなどの原因になりまず。げ飯時は油ガードを取り除いてください。 


心义 


Q 標準バーナーの点义操作をする 


点火操作 III 吟13 ジを参照してくだ 
さい。 


&义力調節 



n 义力調節つまみを炊飯位置に台わ 
せる 


強 


招 

萬ミ^飄留;弱 


火力調節のつまみを 
ちにゆっくりスライ 
ドさせます。 

- 

>♦炊飯位置に合わせるときは、強の位置か5合わせて 
<ださい。 

•乂力が炊飯位置より大きいとごはんはかために、火 
力が小さいとごはんはやわ5かめに炊けます。 


^モード設定 


Q 湯わかし-您飯キーを2回押す 


ごはんモードに設定され、ごはん 
表示ランフび点なします。 

湯わかし-炊飯キーを巧すごと 
に、「湯 わかし」一「ごはん」 
一「おかゆ」一消な（取り消し） 
「湯わかし」'''の順で切り替わり 
ます。 


)0 おかゆ 
〇ごはん 
〇湯わかし 



—1« 3合 (4 已□巨） 


] 巨)巧飯の場合、通常で約22分で巧き上 
げ、その後む6し約10分でず。 

»おかゆモードの場合、約3日〜日□分で巧き上がり 
まず。 

»义力調節つまみを巧飯位置に合わせたあと、でさる 
だけ早くモード設定をしてください。 

>炊飯の途中で巧飯モードを切り替えたり、他のキー 
を巧さないでください。ラまく炊飯でをない場合び 
あります。 

け巧飯モードを解除するときは、いったん消义してく 
ださい。 

解除後は自動判別モード "♦SI ジに設定されまず。 


巧け夕飯 



n ごはんが欺きあがると自動消义 
し、む6しタイマーが自動でスタ 
一 f ' する 


ミ 5^^ 

鴻わかし 


ごはんび炊きあびると、自動で 
消义し、ブヴーび「ピピピッ」 

と3回鳴ってお巧5はします。 

同時に、約10分間のむらし夕 
イ7— びスタートします。む 
らし中は、ごはんモード表志ランプび点なします。 

R むらしタイマーが終了すると… 

ブヴーび「ピー」と1回鳴ってお巧5せし、ごはんモ 
ード表をランフび点滅します。 




^■む5しび終わるまでふたを開けないでください。 

»む5し後、ご飯をほぐしなびらよくかさ混ぜてくだ 
さい。ホ分な水分び逃げ、ご飯びおいしくなります。 
►おかゆモードの場合はむ5しの化要はありませんの 
で、炊を上びりますと自動で消火し、ブヴーび r ピ 
-」と1回鳴ってお知らせします。 

•巧き上びりは、お米の種類、水の量、水に浸ず時間、 
义力などにより変わりまず。お好みに応じて工夫し 
てお使いください。 


感終 


7 


5為し甲 I イマ-終7後、操作ボタ 


消义の状態に戻してください。 111*13 


が;^^^- 


ぺージ 


►消乂の状態に戻すまで、ごはんまたはおかゆモード 
表示ランプは点滅し続けます。 

► 2度炊きや温め直しはでさません。（焦げつくこと 
がお0ます） 

パ欠き上がったごはんからおかゆ（雑炊）を作るとき 
は、手動で調理してください。 

►おかゆの加熱途中でかを混ぜすぎると、米粒がつぶ 
れ、粘りがでたり、焦げつさやすくなります。 

►ふをこぼれる場をはふたをかしずらしたり、ちちあ 
げた0してふさこぼれないよラにして<ださい。 

► おかゆの炊さ上がりで、水分量が多い場合は再点火 
し、様子を見ながら火力調節をしてください。 
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コンロを使いましよう 


お湯をわかす【湯わかしモード】 


湯ねかしモードは標準パ‘ーナーで使用でさるモードでず。 


を 


乂 


Q 標準バーナーの点义操作をする 

点乂操作|||吟 13 w-y を参照してくだ 
さい。 

乂力調節は、なべの大ささに応じた 
乂力にしてください。 巧 



^モード設定 


Q 湯わかし-您飯キーを1回押す 


。。•〇おかゆ 
〇ごはん 
♦湯わかし 


湯わかしモードに設定され 
湯わかし表示ランフび点な 
します。 


Q 沸とうすると… 

沸とラ後ブヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお知らは 
し、器乂になります。 




B 5巧後…（湯わかし5巧保温） 

巳分後にブヴーび r ピー」と1回鳴ってお巧 b せし、 
湯わかしモード表をランフび点滅し、自動消乂しま 
す。 




>沸とラして弱义になると、乂力は変えられません。 
>巧とラしてからブヴーび鳴るまで、をか時間びか 
かる場合びあります。 


感終 


了 


□ 自動消义後、操作ボタンを押す 

消乂の位置に戻してください。 III* 13 ベ-シ' 


>消义の tt 態に戻すまで、湯わかしモード表示ラン 
プは点滅し続けます。 


今取り消しする場合 

g 湯わかし-妙飯キーを3回巧す 

湯わかしモード表志ランプび消なします。 

湯わかし•炊飯キーを巧すごとに、「ごはん」 
-「おかゆ」イ肖な（取り消し）^ r 湯わかし J 
'''の順で切り替わります。 


^消な挪り弟 


(取り消し）にすると湯ねかしモードび 

取り消され自動判別モード|||> 21ジに設定 
されます。 

>湯わかしモードを解除するとさはいったん消 
火して < ださい。 

>湯わかしモード使用中にはいずれのキーを押 
さないでください。（後から押されたモード 
に切り誓わります） 


♦底の平らな金属製のやかんなべにさちんとふたをして 
水量：已日日 mC 〜2£の水を入れてお使いください。 

♦沸とラするまでの間は、ふたを開け閉めしたり、中の 
水をかさミ居せ'たり、なべを動かしたり、水や具を入れ 
て使用しないでください。温度センサーび正しく検巧 
しない場合びあります。 

•一度わかしたお湯（約 70° CliLb ) を再び湯わかしモー 
ドでわかすと、100でになる前に沸とラしたと判断す 
る場合びあります。 

•なべなどの材質、形状、水量により沸とラのお知らせ 
び2〜3分遅れる場合や、100でよりほめで沸とラし 
たと明断する場合びあります。またふさこぼれる場合 
をありますので、やけどにを意してください。 

•やかんやなべなどの底びミちれていたり、さびていたり 
すると、100でよりほめで沸とラしたと判断する場合 
びあります。 
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一 n ン□を使いましよラ 


































• [+] キー (1 回巧し）：1分増えます。 

• [一]キー(1回巧し）：1分減ります。 

• [+] キー卵し続ける）：已分刻みで増えます。 
* 卜]キー卵し続ける）：已分刻みで減ります。 


- 

■操作ボタンを消义の状態にしないとを、表示部 " 0 " は約 
10秒後に消えます。（消义の状態に戻すまで、使用したコ 
ン□タイマーモード表示ランプは点滅し続けます） 

•コン □タイマーは コン □タイマーキーを巧すことにより途 
中で他の コン □に変更びでをます。この場合、タイマー表 
示部に"！"と表示されます。再度時間設定をしてください。 
(この場合、ろまで使用していた コン □タイマーは解除され 
ます） 


設定したコン□のコン□タイマーモード表をランフ 
び点巧し、タイマー表を部に‘‘ 1" び点巧します。 


) 

〇を , 

) 

〇左 〇グリル十 

) 

〇ち 


0 HI - 


A \ 分 


^ 時間設定 _ 

選択したコン□の点义時間を、 1 〜 90 分の間で変更でさま 
す。調理中でをタイマーセット[+、一]キーを巧せば、 
設定時間び変更でさます。 

のタイマーセット[+、 一] キーを 
U 押して時間をセツトする 


P 設定時間が終了すると… 

ブヴーび「ピー」と1回鳴り、選択したコン□のコ 
ン□タイマーモード表示ランフび点滅し、自動消火 
します。 


) 

of 若 , 

) 

〇左 〇ブリル+ 

) 

-裤 


0 HI - 


分 


0自動消义後、操作ボタンを押す 

消乂の状態に戻してください。 III * 13 ぺ-ジ 


のコン□タイマーキーを押し、使巧 
しているコン□を設定する 




Q コン□バーナーの点义操作をする H 設定時間終了30秒前になると… 


点乂操作 III * 13 ぺ-ジを参照して < ださ 
い。 

火力は調理に合わせてお使い<ださ 
し、 


^モード設定 



ブヴーび「ピピピッ」と 3 回鳴ってお知らせすると同 
時に秒表示に変わります。（グ U ルを同時にお使いの 
場合、ブヴーは鳴らず秒表おにを変わりません） 


〇グリル + 

晒- 


コン□を使いましよう 


設定した時間でコン□を自動消义【コン□タイマーモード】 


コン□タイマーモードは強义カバーナー、標準バーナー、ルバーナーいずれかのバーナーのみの設定び可能でず。 

•標準バーナーで炊飯モード • 揚げをのモード • 湯わかしモードを使用している場合は、コン□タイマーキー 
を押してを標準バーナーをコン□タイマーモードには設定でさません。 

•標準ノ（ーナーで炊飯モード • 揚げをのモード • 湯わかしモードを使用している場合でを、強乂カノ（ーナー 
またはルバーナーでコン□タイマーモードの設定はでさます。 

下の図はすべて強义カバーナーび左側の機器の場合です。 


が 


乂 


1^時間終了 


後ちち巧 

〇 〇 〇 


後左ち© 

〇 〇 〇 
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み 


3秒巧し 
〇左 


。。•〇おかゆ 0200 

〇ごはん 0180 

〇湯わかし 0 160 

包み 感 


コン□タイマーモードを使用中にグリルを使用ずると、表示部にはグリル調理タイマーの表示び優先されま 
ず。 

•グリルび先に消乂した場合は約]0秒経過後、自動的にコン□タイマーモードの表示に切り替わります。 

• グリルよりをコン□タイマーび先に終了した場合はフヴーび「ピー」と]回鳴って使用したコン□タイマー 
モード表示ランプび点滅し、お知らせします。 

下の図はすべて強义カバーナーが左側の機器の場合でず。 


-グ U ルタイマー表示中 


コン□タイマーモードま示を確認する 


説明は左コン□のタイマーの場合 

【2コン□タイマーキーを押す 

グ IJ ル調理タイマー表をランフびミ肖なし、左コン□のタイ 
マー表示に切り替わります。 


左コン□タイマー 
表の中 


を 

0200 

し 

0 160 

去 



d 


み 〇グリル 


阻 

\^ 


コン□タイマー表示に切り替え 

み約10秒 


グ U ル調理タイ 
マー表の中 





>設定時間を変更したい場合はタイマーセット[+、一]キ 
一を巧し時間を変更してください。またタイマーを他のコ 
ン□に変更したい場合は、他のコン□を点乂させた状態で 
さらにコン□タイマーキーを押し、変更したいコン□にセ 
ットしてからタイマーセット[+、一]キーを巧し時間を 
設定してください。 

>コン□タイマー表示は約1日砂続くと、自動的にグリルの 
タイマー表示に切り誓わります。 


さモードを使用中、取り消しに設定すると自動判別モードに設定されます。自動判別モードでは、機器び自 
動的に料巧の種類を判別し、焦げつさ消乂機能や天ぷら巧過熱防止機能などの安全装置を選択します。（通常 
に使用でさる状態です） 

点乂初期は、自動判別モードに設定されています。また、コン□タイマーモード使用中ち自動判別モードび 

働をます。 


コンロを使いましよう 


白動判別モード 


コン□タイマーモードとクリルを同時に使 



後をち© 

〇 〇 〇 































ヴリルをお使いになる前に 


ヴリルを使うときの注意 


下記のミ主意や「安全上のごミ主意」 III * 4 ぺ-ジをよくお読みになってお使いください。 


■グリルを続けて使用する場合は、その 
つどグリル皿にたまった脂などを取り 
除<また使用後も必ず掃除をする 

グリル皿にたまった脂び過 
熱されて発乂し、グリル排 
気□より炎び出ることびあ 二 脂を取り除く 

ります。脂のをい調巧物 
(さんまやとり肉など)は特にミ主意してください。 
なおグリル皿には何を入れないでください。 




■グリル皿に巿販のグリル石、グリルシー 
卜などを入れない 

機器の損傷や、たまった脂び過熱され(\) 
乂災の原因となります。 


グ I 」ル石 


グ IJ ルシート 




■グリル使用や、排気□の上にタオル、ふきんなどを乗せない 

不完全燃焼や乂災の原因になります。 


SiiP 






■脂の出る斜理にはグリル焼網の上や下 
にアルミはくを敷かない 


アル S はくの上に 
たまった脂び発乂 
する原因になりま 
す。 



S) 


I グリル使届前にグリル庫巧に食品くずやふきんなど 
がないことを巧認するまたグリルとびら A 
(こ魚などをはさみこんだまま使届しない U 

食品くずやふきんな^ 

どび燃えることびあ 
ります。 



■調理物を取り出すとき 
リルとび 6 やガラスに真 

手や腕び触れるとやけどろ 
あります。グリルとびらを 
で引を出して < ださい。 

•などはまや腕がグ 
曲れないようにする 

已することび 
がっぱぃま 、でり 

接細禁止 

■グリルとびら取っ手のガラスイ寸おには 
魄れない / 

使用中、使用直後は高温になってお 
り、やけどをする原因になります。 

■グリル皿の出し入れた 

7_ K 平(しゆつくり出し入れ 
し、。グリルとびらを持ち J 
さ出すと途中で止まらずに 
びこぼれてやけどをするこ 

す。 仁 - 

\ t ^ jr .. 

t ゆっくり確実に 

してくださ 
こげたまま引 
こ落下し' 脂ゅっくり 
:とびありま 


s±e. 

日 


■グリル皿の持ち運びはていねいに 

使用中、使用直後はグリル皿にたまつ 
た脂び高温にな 
つています。こ 
ぼすとやけどを 
する原因になり 
ます。 



〇 

ていねいじ 


I グリルとびらを開けたままグリルを使用 

しない トッププレート前部 

ワークトップを焦びし 
たり、機器の上部び異 
常に過熱され、やけどパネ/レ 
をする原因になります。 ^ 



■熱くなったグリルとびらガラスに水をか 
けない 

ガラスび割れてけびをする原因になりま 
す。 





■グリルとびらに重いものをのせたり、強 
い力を加えない / T-N 

グリル皿受けび変おしたりグリルとび 
らびはずれ、けびや機器破損の原因に 
なります。 


g グ U ルを養5になる前に 


22 





































































ヴリルをお使いになる前に 


■グリル皿に水を入れないで使用する 

お湯びこぼれてやけどをする原因にな 
ります。 


〇 


■グリル皿を持ち運びする際は、さめて 
から持ち運ぶ 

使用中、使用直後はグリル皿び高温 
になっています。やけどをする恐れ 
びあります。 


〇 


■とり肉などの脂のるい食ネオを焼くときは 
'ま意する 

飛び散った脂に引乂して、瞬間的にグリ 
ルの排気□から炎び出る場合びありま 
す。やけどや乂災などの原因になります。 


〇 


s±e. 

日 


■魚を焼き過ぎない 

魚に火びつを火災の原因になります。 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、 
たまった脂に引火した場合は、 

①操作ボタンを巧して消乂する 
③炎び消えるまでグリルとびらを開けない 
③消乂後、点検を依頼する 


S 


I グリルに手や顔などをおづけない 
なべの取っ手を排気□に向けない 

排気□から高温の排 
気び出ます。やけど 
やなべの取っ手び過 
熱され取っ手を焼損 
する原因になります。 



また 


Q 


T 


• 点义操作を繰り返すときは、グリルとび6を開けて空気を入れ替えてか6巧う 

多量にたまったガスに着乂し、やけどの原因になります。 

•調理物(魚など)の種類によっては、グリル調理タイマーび作動する前に発乂することびありますので 
機器から離れないよラにし、焼きすざにミ主意してください。 

•グリ j レを使用している場合、グリルとびらはゆっくり開閉してください。 

早い操作で開閉するとコン□やグリルの炎び消える場合びあります。 


ヴリルの取り圾いと準備 


¢1ヴリルの取り出し &ヴリルを初めて使うときは 


□ グリルとび6をゆっくり引き出す 

いっぱいに引を出ずと、グ U ル皿は水平のまま止ま 
りまず。 

グ IJ ルとびら 水平 



グリルを取り出したり、持ち運ぶときは… 
Q グリルとび6をいっぱいに引き出す 


B 個包部材をすベて取り除く 

庫内の紙ゃ捆包部材をずベて取り除いて < ださい。 
残っていると、発火の原因になりまず。 

Q 約7巧間から焼きをする 

部材に付着している加工油を焼さ切りまず。 

グ U ルの操作については|"4 25パージを参照してくださ 
し、。 



a グリルとびらを両手で持ち上げて、取 

CJ り出す 崖於 




>排気口や排気口がからを煙が出ますが、異常では 
ありません。 

>から焼さ時に、グリル過熱防止センサーが作動し、 
自動消火する場をびあ0ます。この場合、約已分程 
度待ってから、再度点火操作をしてください。 

>グリル焼網や下火カバーを取り出して、から焼きし 
てください。 


>グリルとびらを強く持ち上げると、グ U ル皿にキズ 
びついて、クリアコートがはがれる原因になります。 
>グリルとびらやグ U ル皿受けをはずす場をは|"4 30 
ぺ-ジを参照してください。 
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ク U ルをお使いになる前に 
























































ヴリルを使いましよう 


魚の焼きかた 


&魚の下ごしらえ 


>を凍の魚： しっかり解凍してください。 

しっかり解凍しないと魚び焼を上びる前に、ま 
全機能び作動したり、魚の中まで火び通らない 
場合びあります。 

> 生魚： 水洗いしたあと、水気をよく巧き取ります。 

»みそ農や柏漬けの魚： みそや巧をよく拭さ取ります。 


^ヴリル焼網に魚を置く 

魚は頭が奥に、尾が手前になるよラに置いてください。 




广ム、_巧等に 一 

g 

1 





魚を1匹焼く場含魚を; 

敎塩焼きの下ごしらぇをが H 堯く 


魚を1匹焼く場合魚を吕匹焼く場合魚を3匹な上焼く場合 


鮮度や材料にあった塩加減び必要です。塩をつけると、身 
びしまって身崩れしにくくなります。一般に鮮度び落ちた 
をのは塩ををめにします。 

• さばやいわしなど脂肪分びをい背の青い魚は… 

W 多めに塩をして、時間をおく 

しっかりと身をしめます。 

•白身魚は… 

W かなめに塩をふり、おき時間も短めに 

•川魚やいか、えび、貝などは… 

W 焼く直前に塩をふる 


グ U ルの操作については III * 25 ジを参照してください。 




•たれつをのつけ焼さや照り焼を、下巧をつけた魚な 
どは、焦げやすいので、弱火でゆっくりと焼いてく 
ださい。 


^魚を取り出す 



感 


4魚の重量の約2%程度の塩 ノ . 

をつけます。身の厚いとこ 
ろには厚く、ラすいところ 
にはラす <つけます。 

•尾やヒレは特に焦げやすい 
ので、多めに塩をつけてください。また、アル S は 
くで包んでおくと、焦げ方がかなくなります。 

ヴリル焼網に魚を置く前に 



n 魚とっての切りこみをグリル焼網 
U に台わせる 

R 焼物の下側に魚とってを入れて取 
U り出す 


>グ|」ル焼網に付着し 
た魚をはびします。 

>ルさい焼物ならその 
まま取り出せます。 


両面焼グ U ルは、上火-下乂両面から加熱するため、片面 
焼グリ ルに比べ煙びをくでたり、魚びグ1」 j レ焼網に付着し 
やすくなることびあります。魚びグ1」 j レ焼網に付着しやす 
くなるのは下火バーナーの熱により魚から出たタンバク質 
び固められ、グ1」ル焼網の周囲に固着したままになること 
び原因です。 

B グリル焼網に油を薄く 
U 塗る 




► 焼を上びる前に、魚をず5すとグ I 」 J レ焼網に付着し 
にくくなります。 


魚びグ I 」 j レ焼網にくっつさにくく 
なります。 



B 2巧程度から焼き(予熱)をする 

焼さ上びり後、材料びグ1」ル焼網に付着しにくく、 
取り出しやすくなります。グ1」ルの操作については 
■4 25 ぺ-シ'を参照してください。 


•両面焼グ1」ルは、上下の焼さ具合び違ラので、 
表と裏の焼きかたび同じになるとは限りませ 
ん。上义、下义それぞれの乂力調節"崎 26 ぺ-ジ 
を利用してお好みの焼き色にしてください。 

• グ|」ルを続けて使用する場合は日分程度間をあ 
けてください。庫内び高温のまま焼さ始めると 
中まで火び通 b ないラちにグ U ル過熱防止セン 
ヴーび作動し、自動消火する場合びあります。 

•魚とってはグ U ル庫内に保管しないでくださ 
し、魚とってびグ U ル庫内で引っかかり、グ U 
ルとび b び引き出せなくなることびあります。 

• トーストやクッキーなどの調理は便利な別売の 
クッキングプレート RCP -62 V を用意してい 
ます。|||> 47ぺ -y 


g ' ク U ルを使5ましよラ 
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ヴリルを使いましよう 


ヴリル操作部の使いかた 


下の図はずべて強义カバーナーび左側の機器の場合でず。 


準 備 


Q ガスを（ねじガス松を全開にする 

機器下方のキャビネット内にあるガス栓（ねじガス1 
栓）を全開にします。 


因 


□ックを解除する 

点乂□ックつまみを左へスライドさせ点义□ックを1 
解除します。 III * 9 ページ 

解除- 


■万一点义しないときは、操作ボ 
タンをいったん消义の状態に戻 
し周囲のガスがなくなってから 
再度点义操作を巧う 

すぐに点乂操作をすると周囲のガス 
に引火して、巧服に燃え移ったり、 
やけどをする恐れびあります。 


〇 



因 


グリル皿、グリル焼網を七ットし、魚 
をグリル焼網の上に置き、グリルとび 
らを閉める 

魚の下ごしらえをしてください。 111*24 ぺ-ジ 
グ U ル皿には水を入れないでください。 

続けて使用するとさはそのつど脂を取り除いてくだ 
さい。 




乂 


B 操作ボタンをいっぱいに押す 

上义用义力調節つまみの位置び「弱」のとさ、操作ボ 
タンを巧すと「強」の方向に移動します。 



n バーナーへ义移りしたことを確かめ、 
表示部に" 3" が点のしたら手を離す 



>続けて使用する場合のよラにグリル庫巧の温度びある程度 
上がっている状態のときは、表示部には " S " が表示され 
ます。またタイマーセットは庫内温度により最大8分また 
は10分までとなります。 

>すべてのコン□とグ U ルが同時に放電します。これは全個 
所放電する構造となっていますので異常ではありません。 

>長時間使用していなかったり、朝一番などはじめて点火す 
るとをは、ガス管内に空気が入っていて点火しにくいこと 
があります。 


^時間設定 


グ1」ルの点火時間を、1〜1已分の間（庫内の温度びある 
程度上昇している場合は]〜8分または10分の間）で設 
定でさます。 

タイマー七ツト[+、 一] キーを押す 

加熱時間をセツトします。 

• [+] キー巧し：最大1己分 
(庫内温度びある程度上がっている場合は10分） 
•[一]キー巧し：最ル1分 


グ I 」ル調理タイマー表示中 



® グリルを使いましよラ 
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ヴリルを使いましょう 


今加熱時間を七ットしない場合 

•点乂時の9分後（庫内温度びある程度上びって 
いる場合は日分後）に自動消义します。 

•調理中にタイマーセット[+、一]キーを巧す 
と、加熱時間び変更でさます。 

•加熱時間の目まは付属のクックブックをごらん 
くださし、 




胃■表示部には、グ U ル調理タイマーとコン□タイマー 
モードの両方を表示しまずので、グ U ル調理タイマ 
一表示ランプび点灯しているのを確認して時間設定 
して < ださい。 

•表示部は、グ U ルのタイマー表示が優巧されまずの 
で、コン□タイマーの表示を確認したい場合は 

21ぺ-ジを参照してください。 


^火力調節 


乂力は、上火、下火それぞれ別々に調節でさます。 

n 义力調節つまみを左ちにゆっくり 
U とスライドさせる 

乂力調節をします。 

•「強」：強义になります。 

•「弱」：弱乂になります。 




^調 S 終了 -自動消火 


n 調理終了30秒前 
になると… 

ブヴ ーび 「ピピピッ」と3回 
鳴ってお知らせすると同 
時に秒表示に変わります。 

R 加熱時間が終了す 
U ると… 

ブヴーび「ピー」と1回 
鳴ってお知らせし、自動 
消火します。 


I グリル 


國- 


(秒表示） 

み 


♦ヴリル 

n 


愈 


操作ボタンを押す(手動消义) 

Q 自動消义後、操作ボタンを押す 

消义の状態に戻してください。 

表お部の表示とグ U ル調理タイマー表示ランフび消 
巧し、ボタン表を窓のホ色び消え操作ボタンび戻り 
ます。 




• 操作ボタンを消义の状態にしないとを、グ LU レ表示 
調理タイマーと表示部 " G " は約10秒後に消な 
します。 

■自動消义したとさは、操作ボタンは戻りません。す 
ぐに操作ボタンを消义の状態に戻してください。 
■操作ボタンを戻すまで、1分毎にブプーび「ピピッ」 
と已回鳴ってお知6せし続けます。 III * 2 ページ 


g グ U ルを使5ましよラ 
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安全•便利機能を使いましょう 


うン□消し忘れミ肖乂機能時間を任意に設定【カスタマイズ機能】 


この機器はお客様び使いやすいよラに於下の機能の設定を変えることびでをます。 

• コン□消しちれ消义機能時間 ： 30〜日〇分の間で、] 0分刻みおよび2時間設定でをます。購入時は「一 
- (2 時間)」の設定になっています。 



■安全.便利機能を使いましよラ 


























点お•お手入れをしましよう 


お手入れの道具と洗剤について、 


<^^1〉お手入れのしかた 


Q ガス栓（ねじガス栓）を閉める 

機器び十分に;令えたことを確認してください。 


P 手袋をはめ、道具と洗剤を用意する 
g 洗剤をスポンジや巧に含ませて巧く 

スフレーで洗剤を直接かけないでください。 



Q 水洗いしたあと、水拭きをする 

水気や洗剤を残さないよラにしまず。 

•お手入れのしかたを守5ないと、機器や部品表 
面のはがれ-夕け-変色-変質-さび-割れ • 
キズの原因となりまず。 




^洗剤は r 台所用」 r 住居用」などの用途や、液性冲性•弱アルカリ性•弱酸性）を確認してミちれにあったわのを選びます。道具- 
洗剤•食器洗い乾燥機の取扱説明書やを意をよ<読み、使えるか確認します。まず、道具や洗剤を目立たない部分で試し 
てから、使用してください。 

\_ J 


使ってよい道具と洗剤 


使ってよい道具-洗剤 

①巧-スポンジたわし-歯ブラシに水や台所用中性 
洗剤を含ませてがく 
感乾いた巧で水気をがき取る 




スポンジ 

たねし 



やわらかい 

歯ブラシ 



やわらかい巧 



台所用中性洗剤 
(野菓-食器洗い用) 


使ってはいけない道具-洗剤 

(S) fiP 

金属たわし硬い歯ブラシ^ナイ□ンたねし亀の子たわし 

•硬いため、部品-グ1」ルとびらガラス-ホー□一 
や塗装の表面にキズびつさます。 はびれ-夕け- 

変色•変質-さび-割れの原因になりまず。 

(S i i ^ 

クレンザー みがを粉 スポンジたねし裏面（硬い） 

• スポンジたわしの裏面は硬<、研磨剤を付着してい 
ます。 

•研磨剤で、部品-グ1」ルとびらガラス-ホー□一 
や塗装の表面にキズびつさ、 はびれ•夕け•変 

色.変質.さび.割れの原因になりまず。 

0 目 

弱酸性洗剤- X -. V ;\ xX 

弱アルカ u 性洗剤- し；-‘ \-：.-\ X /) 

ク I 」ームクレンザー X / 

重曹 歯みびさ粉 

•基本的には使ってはいけません。樹脂部品の割れ- 
表面の変質-キズ-変色、さびる場合びありまず。 

•ちし使ラ場合は、「お手入れのポイント」を守って 
使って<ださい。ただし、機器本体•バーナー部 
などの塗装部には絶対に使用しないでください。 

S) 自 

酸性- 巧で^シンナ ー• 

アルカリ性洗剤- 1 シ.ごベンジン • 

漂白剤 アルコール 

•部品やホー□一-塗装の表面び変質し、樹脂部品 

の割れ-はびれ-変色-さびの原因になりまず。 

、 

[Ml スプ レーす 洗剤 

• 機器内部に洗剤び入ると、電子部品に付着して作 
動不良や腐さして、故障の原因になりまず。 

機器に直接かけずに、必ず巧に含ませてからお手 
入れしてくださし、 

ノ 


• 上記記載外の道具や洗剤を使用しないで < ださい。 

♦トッププレートには、安全に関する注意ラベルが貼付してあります。をし、はがれたり、読めな<なった場含は、お買い 
上げの販売店、または当社事業所に連絡してラベルを再購入し、張り替えて<ださい。 
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点お•お手入れをしましよう 


〇 


必ず奇る 


■点検•おま入れは、ガス栓（ねじガス栓）を閉め、機器がをえてからま袋をは 
めて行う 

•やけどや機器の角などでけびをする原因になります。（グリル庫内-排気□-バーナーまわ 
りは特にミ主意してください）また、お手入れする部品な外は、はずさないでください。 
•使用直後はトッププレートは熱くなっています。お手入れはトッププレートび冷えてから 
行ってください。 

•点検 • お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふさん • 紙類などを置さ忘れていないか確認し 
て < ださい。 

■おま入れ時は、バーナーキャップ-しる受けカップ•ごとく•排気□カバー- 
グリル部品（グリルとび6•グリル焼網•グリル皿受け•グリル皿） • 下义カバー 
( RS タイプのみ）は取りはずせます。それ以外の部品は絶対に取りはずさな 
いでください。 

•はずした部品は「各部品のセット」 III* 7 • 8 ベ-シ 'を参照して取り付けてください。 


•ご使用上ま障がない場合でも、不慮の事故を防ざ、劳こ、してより長くご使用いただくために、年1回程度の 
定期点検をおずすめしまず。 

※定期点横を受ける巧び不明の場合や、点検費用などについてはお買い上げの販売店、またはもよりの当社事 
業所にお問し、合わせください。 


曰常点検をしましよ 




部品が正しくセットされていますか？ 


つまり、たまり、ミちれはありませんか？ 


バーナー キャップ、ごと <、 
排気ロ カバーなど 


>バーナーの炎口び煮こぼれなどでつまっていませんか。 

>立消え安全装置（炎検知部）び煮こぼれなどで巧れていませんか。 
>グ1」ル皿に多量の脂びたまっていませんか。 

►グ U ル庫内び脂でミちれていませんか。 


正し<セツトする 


お手入れのポイント 




お手入れする" ♦ 30 • 31ぺジ 


〇〜⑩のさ部品のお手入れのポイントを"30 . 31 ベ- ジで説明しています。 



〇ごとく 
0しる受けカップ 
0排気ロカバー 
〇グ I 」ル焼網 
0グ I 」ルとびらガラス 

グ I 」ルとびら、グ I 」ル皿受け 
0グ U ル皿 
〇バーナーキャップ 
バーナー本体 

0立消え安全装置(炎検知部） 
電極(点火プラグ） 

温度センサー 
0トッププレート 
⑩下火カバー ( RS タイプのみ） 


※もっと詳しい各部のを称は7 • 8 ペー：; をご覧ください。 


f 点検•お手入れをしましよラ 
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点検•お手入れをしましょう 


①ごとく、③しる受けカップ、③排気□力 
バ ー 、 ® グリル焼網、⑩下义カバー 


♦シミちれがひどかったり、こびり付きがとれ 
ないときは？ 


1 . 台所用中性洗剤を混ぜた水を含ませた紙や巧 
で湿6せる 

そのまま置いてお<か、つけ置さしてお<とミちれび 
浮さあびってさます。また、煮洗いずるとさらにミち 
れを落しやす< な0まず。 

2. 水洗いし、水気を巧き取る 


♦ンそれでもミちれがとれない場をは、^下の 
方法でミちれを落とします 

ただし、これらは基本的に使っていけないちので、 
表面にキズびついたり、変色•変質することびあり 
ます。目立たない部分で試してからお使いください。 

• 水でぬ6したスポンジや歯ブラシに重曹を塞 
り、ミちれを落とす 

重曹を溶かした水につけ置さした後に巧れを落とし 
ます。それでち巧れびとれない場合は、そのまま30 
分ほど煮込むと巧れを落としやすくなります。残っ 
た巧れは、割ばしやへラを使ってこすり落とします。 
その後水洗いしまず。 

•弱アルカリ性洗剤-歯みがき粉•クリームク 
レンザーをスポンジじつけて、ミちれを落とす 
こともできます。 


♦ン下义カバーのはずし方 （ RS タイプのみ) 


下义カバーを少し上に持ち上げてはずしてく 
たさい。 III* 7 ベ-ジ 


りグリルとびらガラス-グリルとびら-グリル皿受け 


く♦ミちれがひどかったり、こびり付きがとれ 
ないときは？ 

1 . 台所用中性洗剤と水を含ませた紙でミちれた部 
分を湿6せ、水洗いする 

く♦ヴリルとびらのはずし方.取り付け方 


C 取 D はずしち^ 

1 . 押えパネを>のち向 
じ下げる 



取り付けち ) 

1 . グリル皿受けのツメ 
2個所をグリルとび 
6の角巧にはめ込む 


2. グリルのとびらを^ 
のち向に回起させる 

3. 押えパネがグリル 
皿受けに確実には 
まっているか確認す 
る 


グリル 

とびら グ U ル 



D ヴリル皿（クリアコート） 


1 . ミちれたらそのつど、やわ6かい巧やスポンジ 
でお手入れをする 

そのままにしておくと、シ S び残ったり、変色する 
ことびありまず。 


♦シミちれがひどいときは？ 

1 . 台所用中性洗剤と水を含ませた紙でミちれた部 
ろを湿6せておく 

ちれび浮いてさたらやわらかい巧やスポンジで拭さ 
取ります。 

フッ素加エフライノ（ンに使用でさるスポンジを使用 
して < ださい。 



•硬いブラシやたわし、また中性じ(外の酸性-アルカ 
U 性洗剤を使用しないでください。はびれ-変色- 
シミ-キズの原因になりまず。 

• 食器洗い乾燥機で酸性やアルカ U 性洗剤を使ってグ 
U ル皿を洗浄ずると、透明なク U アコートの変色や 
はびれ、裏面の変色の原因になりまず。必ず、中性 
洗剤を使用ずるか、洗剤なしで洗ミ争してください。 

•長期間使用ずると透日月なク U アコートび変色ずるこ 
とびあ0まずび、効果には影響あ0ません。 

•グリル皿中央部に力をかけずざるとグ U ル皿び変お 
してグ U ルとび日び出し入れできなくなりまず。力 
をかけずざないで < ださい。 


30 


































点お•お手入れをしましよう 


な) バー ナーキ ヤップ.バ ーナー 本体 


7.ミちれていた6、拭:き取る 

2.バーナー部は目ヴまりしていた6、が□を歯 
ブラシや討金などでお手入れする 

目づまりやミちれは、不完全燃焼や燃焼不良の原因と 
なりまず。 


針金 


④トッププレー 



手袋 


3.表面はやわ6かい巧、やわ 
6かいスポンジなどで巧き 
取る 


4 . y \ —ナーキヤッフは水洗いを 
する 

水洗いをしたあとは水気を十分に切ってからセット 
して < ださい。 



•中性洗剤 LU 外は使用しないでください。万一、表面 
の黒色塗装びはびれた場合、そのまま使巧してち問 
題ありません。 


® 立消え安全装置（おお知部）-電極（点义 
プラヴ）.温度センサー 


7.ミちれていた6、柔6かい巧などで拭き取る 


2. 立消え安全装置（あ検 
知部）と電極（点义プ 
ラグ）じ、ミちれがこび 
りついている場合 

装置 

フフシでおま入れ— 
する 

3. 温度センサーは片手を 
添え、水をかたくしぼつ 
た巧で頭部と側面のミち 
れを拭き取る 


やわらかい歯ブラシ 



温度センサー 




1 . ミちれた6そのつど、やわらかい巧やスポンジ 
でお手入れをする 

そのままにしておくと、 シミ甘觸ったり' 変色ずる 
ことびありまず。 


く♦「ミちれがひどいときは？」 

1 . 台所用中性洗剤と水を含ませた紙でミちれた部 
ろを湿6せておく 

ミちれび浮いてきたらやわらかい巧やスポンジでふを 
取りまず。 




電極 

(点火プラグ） 


>トッププレートはねじ固定されていまず。修理業ち 
LU 外の人は取りはずさないでください。 

け要いブラシやたわし、また中性じ(外の酸性-アルカ 
U 性洗剤を使用しないでください。はびれ-変色- 
シミ-キズの原因になりまず。 

>トッププレートびフッ素コートしてある場合、長期 
間使用するとフッ素コートび変色ずることびありま 
ず。 


グリル庫内 


1 . 使用後はそのつどやわらかい巧やスポンジで 
巧き取る 

脂ミちれは台所用中性洗剤や水を含ませたやわらかい 
巧やスポンジでなさ取りまず。 

2. 乾いた巧で仕上げをする 


•硬いブラシではお手入れしないでください。 

•立消えを全装置（炎検知部）-電極（点火プラグ） • 
温度センサーを傾けたり、ミちれたままにずると、点 
乂不良や消火ずるなどの原因になりまず。 

•電極（点火プラグ）の突起に注意してお手入れして 
<ださい。 


点検•お手入れをしましよラ 
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故障かな？と思ったら 


もう一度、ご確認ください 


調べてみると故障でない場合ちあります。修理を依頼する前にをラー度チエックしてください。 


こんな場合は 

調べてください 

参照ページ 

①点义しない 
- 点义しじくい 
- 放電しない 
- 点义してもすぐ消える 
•まを離すと消义する 

•ガスを（ねじガス栓）を全開にしていますか？ 

13 . 2已 

•ガス配管に空気び残っていませんか？（朝一まなど）点义操作を繰り 
返してください。 

• ノ（ーナー炎□びつまっていませんか？ 

31 

•電極（点乂フラグ)、立消え安全装置（炎検巧部)、バーナーキャツフ 
びめれたり、ミちれたりしていませんか？ 

•バーナーキャツフび正しくセツトされていますか？ 

8 

•アル5はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

10 

•乾電池び正しくセツトされていますか？ 

乾電池び消耗していませんか？ 

9-37 

• 点乂ロツクを解除していますか？ 

9 

•操作ボタンを強めに数秒間巧していますか？ 

13 . 2己 

• 素早い操作では放電しない場合びあります。 

• グ U ルは着义までに時間びかかります。操作ボタンを強めに数秒間巧 
し続けてください。 

2己 

• ブヴーび鳴って消火しましたか？ 

3己 

• 温度センヴーび高温になっていまはんか？ 

ま全機能びはたらいて消义した場合、温度センサーの温度び下びるま 
で点乂してをすぐ消乂します。 

水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてください。 

3已 

• LP ガスびなくなりかけていませんか？ （ LP ガスをご使用の場合） 

— 

② 炎の状態がおかしい 
- 巧が安定しない 
•おが黄色い、赤い 
- 異常音をたてて燃える、消 
元る 

. 巧が巧一でない 
- 使用中がが消える 
- なべにすすがつく 

v 

• ノ（ーナー炎□びつまっていまはんか？ 

31 

•電極（点火フラグ)、立消え安全装置（炎検巧部)、バーナーキャツフ 
びめれたり、ミちれたりしていませんか？ 

•バーナーキャツフび正しくセツトされていますか？ 

8 

•アル S はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

10 

•义力調節つまみをゆっくり操作していますか？ 

13 

• ブヴーび鳴って消火しましたか？ 

3己 

• 風び吹き込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風び当たっていませんか？ 

6 

•コン□バーナー使用中に機器下方のキャビネツトとびらを早く開閉す 
ると消义することびあります。ゆっくり開閉してください。 

— 

♦加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムが燃えて炎が赤<な 
ることがありますが、異常ではありません。 

— 

•グ|」ル使用時にコン□を使用すると焼物の塩分（ナト U ウム）やカル 
シウムび燃えて、炎びホくなりますび、異常ではありません。 

— 

•バーナーの炎は電極（点火フラグ)、立消え安全装置（炎検巧部)、ご 
とく部分などで炎び短くなっています。異常ではありません。 

— 

•換気をしていますか？ 

6 

• 消义操作後数秒間コン□ノ くーナー炎□から小さな炎び出ることびありま 
すび、ノくーナー内に残った微量のガスによるもので異當ではありません。 

ノ 


故障かな？と思つたら 


把 





































故障かな？と思ったら 



宴 


9 


と 

思 


客 


こんな場合は 

調べてください 

参照ページ 

③点义 すると化のバ-卜もが雲する 

•他のバーナーを同時に放電します。異常ではありません。 

13 . 2己 

④使用やや消义後に音が 
する 

•「ポン」と音がする 
- キシミ音がする 
•「シャー」と音がする 

•点义時や乂力調節時に「カチッ」と音びしますび異常ではありません。 

— 

•コン□バーナー使用後に「ポン」といラ义の消えた音びしますび、異 
常ではありません。 

•点乂後や消义後にキシ5音びでますび、過熱やを却されるとさに、金 
属び膨張収縮して起こる音で、異常ではありません。 

•コン□バーナー使用中「シャー」と音びでますび、燃焼するガスの通 
過音で、異常ではありません。 

⑥操作ボタンからまを離 
しても放電している 

•操作ボタンから手を離しても放電び続さます（最長約10秒)。異常で 
はありません。 

— 

⑥使用中に… 

- 調理中に消义する 
- 自動消义しない 
- 点义してもすぐ消える 
. 义力が変わる 
- なべ底がひどく焦げつい 
て消义した 
. 义力が大きくなった 
- 义力が変わらない 

• なべの形状や材質び適していますか？ 

11 

•±なべや耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？まれに焦げ 
つき消火機能びはたらき消乂することびあります。再点乂してください。 

11 • 3己 

• なべ底び凹凸していませんか？ 

11-12 

• なべ底や温度センサーびミちれていませんか？ 

•油の量はあっていますか？ 

• から焼きに近い調理をしていませんか？ 

• フライバンやなべをふったり、浮かせて調理していませんか？ 

— 

• なべ底にこんぶや巧皮などをしいて調理していませんか？ 

•長時間使っていませんか？ 

コン□消し忘れ消火機能び作動しました。再点火して<ださい。 

3.10 

27. 3己 

•なべの温度び高温になると、自動的に义力を切り替えます。 

強乂》弱义を繰り返し、この状態び30分間続くと消义します。 

•自動で弱乂になったとさは、センサー解除キーを巧すと、高温での調 
理びでさます。（強乂カバーナーのみ） 

16 • 3己 

• 湯わかしモードび作動していませんか？ 

19 • 3已 

•冷凍食品や;令凍したなべをそのまま調理していませんか？ 

解凍し、再点乂してください。 

— 

•カレーやシチューの再加熱ですか？ 

水を加え弱乂で様子を見なびら調理して < ださい。 

•キャビネットのとびらを強く閉めていませんか？ 

•カラメル、みその加熱など水分のほとんどない料理や中乂で調理して 
いませんか？焦げつさびひどくなる場合びあります。 

• 温度センヴーび高温になっていまはんか？ 

安全機能びはたらいて消火した場合、温度センサーの温度び下がるま 
で点义してをすぐ消乂します。 

水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてください。 

3己 

③湯わかしモードを使用 
してち 

- お湯がめるい 
- お知6せが遅い 

• なべの形状や材質び適していますか？ 

11-19 

♦ なべ底が凹んでいませんか？ 

• ±なべや耐熱ガラスなベを使用していまはんか？沸とラ前に検巧する 
場合びあります。 

•水の量は適切ですか？（水量日 OOffi 《〜2ぶび適切です。） 

• 薄手のなべを使っていませんか？消乂する場合びあります。 

— 

•加熱中になべを動かしたり、水をかさおだたりしていませんか？ 

19 

•一度沸かしたお湯 （70° Cli (上）を再び湯わかしモードでわかすと 

100でよりほめで沸とラしたと判断する場合びあります。 

19 

® 上まじ贼飯-おかゆができない 

- こ^飯がかたい 
- ご飯がやわらかい 
- ご飯が焦げる 

• の飯に使用したなベの形状や材質び適していますか？ 

12 

•米の量、水の量、浸しおき時間は正しくはかっていますか？ 

17 


33 









































巧障かな？と思ったら 


こんな場合は 

調べてください 

参照ぺージ 

⑧ 上手に欣飯-おかゆが 
できない 
- 吹きこぼれる 
- ご飯がかたい 
- ご飯がやわらかい 
- ご飯が焦げる 

•無洗米を使っていますか？ 

1、吕度洗米し、3%ぐらいをめに水をいれて、必ず浸しおさをして 
炊飯してください。 

17 

•浸しておさましたか？ 

洗米してすぐ炊飯するとご飯びかためになります。 

•銘柄や産地、保ち期間により出来映え、食巧び変わります。 

— 

•よく洗米しましたか？めか分び残っていると焦げやすくなります。 

• 炊飯途中にふたを開けませんでしたか？ 

17.18 

•炊き上びったあと、10〜1已分程度むらしていますか？ 

• むらした後、ごはんをかさ混ぜていますか？ 

•义力を炊飯位置に正し<調節していますか？ 

• おかゆの場合は、ふたをずらすなどの工夫び必要です。 

— 

⑨ コン□またはグリル使 
用中 
- 消义する 

•長時間使っていまはんか？ 

コン□消し忘れ消火機能び作動しました。再点火して<ださい。 

3. 3已 

•コン□タイマーまたは、グ U ル調理タイマーび作動しました。再点火 
してください。 

• グ U ル過熱防止センサーび作動した場合は、約已分程度待ってか5使 
用して < ださい。 

• グ U ルとびらを早い操作で開閉していまはんか？ 

⑩ グリル使用時 
- 焼けすぎる 
- 焼け足りない 
- 巧けムラ 
- 煙が出る 

• しっかり解凍していますか？ 

24 

•みそや巧は取ってから焼いていますか？ 

•塩加減は良いですか？ 

•魚の置き方は合っていますか？ 

•脂のをい魚などを焼くと煙びを<出るため、排気□ながからち煙び 
出る場合びあります。 

— 

•はじめてグ U ルを使ラときグ U ルや排気 aii (外から煙や臭いびでます。 
グ U ルには加工油を使っておりその油を焼さ切るためで異常ではあり 
ません。 

23 

• 食材にあった乂力調節をしてください。 

26 

⑩ブザーが鳴った 
•数回鳴った 
- 鳴り続ける 

• ま全機能び作動しています。確認してください。 

3己 

• 操作ボタンを消义の状態に戻しましたか？ 

2-13 

26 

• 乾電池び消耗しています。新しい乾電池を用意してください。 

9-37 

返) ホいランプが点滅する 
- 電地交換サイン 
. コン□.グリル操作部のトト‘ランプ 

•自動消义した後、使用したコン□またはグ U ルの操作ボタンを消义 
の状態に戻しましたか？操作ボタンを戻さないと電池び消耗します。 

13-26 

37 

•点乂操作時 r バチバチ」と放電するととちに、表示ランフびラすく点 
滅することびありますび、故障ではありません。 

— 

® 点义時じランプが点の 
してランプが消えた 

•特殊な操作で入るデモ（または検査）モードです。故障ではありませ 
ん。点乂操作をやり直してください。 

— 

® 部品が変色する 
- 表面が変色する 
- ごとくが変色する 

•酸性やアルカ U 性洗剤、を器洗い乾燥機用洗剤を使用していませんか？ 

28 

•ごとく先端は、炎び当たり白くざらざ b になります。 

ノ 


故障かな？と思つたら 
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故障かな？と思ったら 


標準 バーナー 


_ルバーナー_ 

強火カノ（ーナー 


グリル 


温度センサー-グ1」ル過熱 
防止センサー-電子部品の 
故障 


フザーが鳴り 
続ける 
(ピー約8秒 


ま示とブサーについて 


ブザー音 


表 示 


部位 


内 容 


•• リ"夺 


ピー5回 


し! 


.3 


■1 


標準 バーナー 
ルバ ーナー 


強火カノ（ーナー 
標準 バーナー 


ルバ ーナー 


天ぷら油過熱防止機能作動 
焦げつさ消火機能作動 

温度センサー過熱防止機能作動 


強义カノ（ーナー 


標準 バーナー 


C 夺 


-〔つ 


_ルバーナー_ 

強乂力>^ (ーナー 


立消え安全装置の作動 


標準 バーナー 
ルバ ーナー 


点火時に着火しなかった 


強义力>^ (ーナー 


-5 


グ U ル 


立消え安全装置の作動 


ピー3回 


-5 


グリル 


点火時に着火しなかった 


つ " 

C 夺 


-5 


グリル 


グ U ル過熱防止センサーの 
作動 


標準;（ーナ- 


i •:電池交換サイン <点な> 


ルバーナー 

強火力 A —ナー 


電池交換サインのお知らせ 


グリル 


00 


■ c ' 


標準; r ーナー 

ル八 ーナー 


コン□消'し忘れ消'火機能作動 


強火カノ（ーナー 


コン□消し忘れ消火機能作動 


センサー解除モード終了 


コン□タィマー 


0 


<点灯> 


游 

ろ左 

C を 

-私 

〇を 

0 左 

〇ち 

G ち 

-於 

© 

〇 

© 

後コン □ 左コン □ 3 

ロン □ 


<点滅> 


標準バーナー 
ルバーナー 
強火カバーナー 


コン□タイマーモード終了 


0 



グ1」ル 


グ1」ル調理タイマー終了 


ピー1回 
(約2秒） 


<点巧> グ I 」ル調理タイマー 


<点巧> 


品〇おかゆ 
ミ f をはん 
G 渴わかし 

d 巧 


標準バーナ- 


巧飯モード（ごはん-おかゆ) 
終了 


(使用した炊飯モードのランプび点滅） < 点滅〉 


み0おかゆ 
C|-| ごはん 
夕窝ねかし 

6巧 


標準 バーナー 


湯わかしモード終了 


<点滅> 




ごし! 


-3 


強乂力>^ (ーナー 


センサー解除連続巧しエラー 


35 


「 | し rn 广 n 


ごし h 」 
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がが か 
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故障かな？と思つたら 







































































故障かな？と思ったら 


原 因 

処置と再使用時の'ま意 

参照ぺ-ジ’ 

調理油の過熱-焦げつさ-消し忘れによる過熱•か 
ら炊さなど 

• 「故障かな？と思ったら⑥」を確認する。 

•やけどにを意して再点乂を行ラ。 

•天ぷら油過熱防止機能作動中（温度センサーび高温のままの 
状態）は、点义してを手を離すと消乂する場合びあります。 

3-10 

11-13 

33 

炎の吹さ消え-煮こぼれした場合-点火しなかった 
場合など 

• r 故障かな？と思ったら①、③」を確認する。 

•周囲にガスびなくなるまで待ってから再点火を行ラ。 

3-13 

32 

炎ののさ消え-点火しなかった場合など 

• 「故障かな？と思ったら①、③」を確認する。 

•周囲にガスびなくなるまで待ってから再点火を行ラ。 

3 • 2已 

32 

グリルのか5焼さ-消し忘れ-連続して使用した場 
合-みない食材など 

•「故障かな？と思ったら⑩」を確認ずる。 

•作動中（グ U ル過熱防止センサーび高湿のままの状態）は、 
点乂しても手を離すと消乂しまず。 

•約已分程グ U ル庫内が冷えるのを待ってから再点火を行ラ。 

3 • 2己 

34 

乾電池の消耗 

•乾電池を交換してください。 

9-37 

使用開始から約2時間または設定した時間びたち自 
動消火しました 

•操作ボタンを巧して戻す。 

•続けて使用する場合は、再点乂を行う。 

3-13 

約30分びたち自動消义しました 

• 操作ボタンを巧して戻す。 

設定した時間びたち自動消义しました 

•操作ボタンを巧して戻す。 

20 

設定した時間びたち自動消义しました 

• 操作ボタンを巧して戻す。 

26 

炊飯モードで炊さあびり自動消火しました 

• 操作ボタンを巧して戻す。 

18 

湯わかしモードで沸とラして、設定時間後に自動消 
义しました 

• 操作ボタンを巧して戻す。 

19 

部品び故障しています 

•ガスを（ねじガス栓）を閉め、使用を中止し、お買い上げの販 
売店、またはフ U —ダイヤルにご連絡ください。 

38 
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故障かな？と思ったら 


.消耗品-別売品について 


消耗部品はいたんでさた b 交換してください。お求めの場合は、当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト 
R.STYLE ( http :// www . rinnai - stvle . ip /) または、お買い上げの販売店にてお求めください。 


部品名 • 品名 

品香 

巧望か売価巧(税込） 

部品ち • 品ち 

品香 

巧望か売価巧(税込） 

ごと< 

トッププレ-卜•ご 
とくが黒色纏式 

大 

010 -302-000 

¥1,0已〇 

グ U ル皿 

070-186-000 

¥2，1日日 

ル 

010 -303-000 

¥630 

グ U ル焼網 

071-049-000 

¥892 

上記故がの型式 

大 

010 -29 己-000 

¥1,0已〇 

下火カバーち※ 2 

098-1481000 

¥31已 

ル 

010 -300-000 

¥630 

下火カバー左※ 2 

098-1482000 

¥31已 

パ-ナ-ゴ 

F ぉップ猫乂カバ—卜） 

1已 1-338-000 

¥ 1,470 

炊飯専用なベ 

RTR-03D 

当社消耗部品•お手 
入れ品の販売サイト 
R-STYLE (htt 口:// WWW. 
rinnai-stvle.io/) まには、 
お買い上げの販売店にて 
お買いまめ <ださい。 

1 (ーナーキャップ(標準/ (ーナー） 

1已 1-31 0-000 

¥1,3日已 

RTR-300D1 

パーナーキャップ（ルバーナー） 

1已 1-339-000 

¥73已 

RTR- 已〇〇 

しる受けカップ（大） 

009 -277-000 

¥已2已 

魚とって 

RT0-ST1 

しる受けカップ（中） 

009 -278-000 

¥已2已 

クッキングプレート 

RCP-62V 

しる受けカップ（ル） 

009 -284-000 

¥420 



• 2 □□日年4月現在の価格です。価格•仕様は変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。 

トッププレート、ごとくの色を確認してご連絡ください。 

当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト （ R . STYL 百では、上記似がの消耗部品やお手入れ品などを幅 
広く取り扱っております。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り替えでさる部品び対まです。 

当社製品の消耗部品-お手入れ品をインターネット販売サイトよりごを文いただけます。 

i ミ肖耗品 • 娜前か陽- http :// www . rinnai - style . jp / 


《 2下义 カバーについて 

下乂カバーは RS タイプのみに取り付け可能です。 RB タイプには取り付けることはでさませんの 
でミ主意してください。 


〈点滅〉……サインび点滅したら 
/| \乾電池を準備してください。 

(§) 〈点灯〉……サインび点灯したら 
すべての バーナーび 使えません。 
乾電池を交換してください。 



•乾電池の交換時期び近づくとランプ（電池交換サイン）び点滅します。 

•ランプび点滅したら、単1形アルカリ乾電池 （1 .已 V ) 2個を準備してください。 

•ランプび点灯したら、単1形アルカリ乾電池 （1 .已 V ) 2個を同時に交換してください。電池交換サイン 
び点滅から点灯に変わると、すべてのノ（ーナーび使用でさなくなります。 


•アルカリ乾電池を使用した場合、電池を交換する（電池交換サイン点灯）目安は約]年です。（付属ア 
ルカ U 乾電池で当社使用モードによる） 

•アルカリ乾電池でを使用状況-使用時間-乾電池製造メーカー-種類び異なると交換時期び]年似内 
と短くなります。また、マンガン乾電池を使用した場合を交換時期び極端に短くなります。 

•新しいアルカリ乾電池を2個同時に交換、ご使用ください。 

•未使用の乾電池でを「使用推奨期限（月、年)」を過ぎている場合は放電により、短時間で電池交換サイ 
ンび点滅-点なする場合びあります。また付属のアルカリ乾電池は、工場出荷時期により寿命び短くな 
つている場合びあります。 

• 乾電池は、機器び冷めてから交換してください。 


電池交換。パ W 


巧れた部品を交巧しましよう！ 

R.STYLE む 


故障かな？と思つたら 
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♦詳し < は設置工事説明書を参照して < ださい 

♦機器と上方の天井、棚などの可燃物との距離は、 80 cm ムソ上離ず。《 

♦木製のよラな可燃性の側壁は ]5 cm 政上、後壁との距離は、已 cm 政上離ず。 

♦上記の距離を確保でさない場合は、当社指定の防熱板を取りつけるなどの防义処置び必要になりまず。お 
買い上げの販売店、または当社事業雨にご連絡ください。 



側壁 


麻 


W ///////////////////////// 人 



〇 


■必ず機器周りを確認する 

火災や発义の原因になります。 

♦落ちやすいをの、燃元やすいちの 
を置かない。 

参車両-船舶での使用はしない。 

♦風の吹さ込む場所に設置しない。 

参丈夫で水平な場所に設置する。 

♦機器の上に照明器具や湯沸器、棚などを設 
置しない。（変形•変色の恐れ） 

♦キャビネットに背板びあるか確認する。 
部屋と外気の空気の流れびあると、消火や 
過熱の原因となります。 


破 

グリス 
フイルター/ 


レンジフード 




金属しソ舶） 
不顯 
(3 mm 肋 


ゾ目日 cm 政上 
レンジフードファ 
ン攻がの場合は 
80 cm じ(上 


防熱板 




目 Ocm 切卜 


1 . - J 


/不燃材が' 
ない場合は 
、 80 cm な上, 










十分な距離びない場合 


ガス機器防乂性能評定試験基準の変更に伴い、可燃物からの後方離隔距離び製造 
年月によって異なりまず。製造年月は銘板に記載してありまず。 


床面 


(例）109.041- 000001 

"■^製造年月 ※製造年月0目.03 前は1己 cm じ(上 


アフターサービスは？/設置にあたって 


] 


アフターサービスは？ 


保証について 


参取扱説明書の裏表紙び保証書になっていまず。 

参保証書の内容のよラに、一定期間-一定条件のちとに 
無料修理致します。 

参保証期間はお買い上げ曰から]年間でず。 

♦おず、「販売店名-お買い上げ曰」などの記入をお確か 
めにな0、保証書の内容をよ<お読み<ださい。保証 
書を紛失されますと無料修理期間中であってち修理費 
をいただく場合びあるので、大切に保管してください。 


.修理を化巧するときは 


♦万一故障したと思われる場合は、まず r 故障かな？と 
思ったら III * 32 ベ- ジ」に従い、調べてください。それで 
ち不具合のある場合は、ガス栓（ねじガス栓）を閉じ、 
お買い上げの販売店、またはフ U —ダイヤルにご連絡 
<ださい。 

参ご依頼される際には次のことをご確認ください。 

①ご住所-お名前-電話番号 
③品名-型式の呼び-お買い上げ曰 

③ 詳しい故障内容-状況 

④ 訪問ご希望曰 

^修用性能部品の保有期間 

♦製造打ち切り後已年でず。補修用性能部品とは、その 
製品の性能を維持ずるための必要な部品でず。 
♦保証期間び過ぎていてち、修理ずれば機能び維持でを 
る場合は、ち料で修理致しまず。 


転居されるときは 


参転居ずる場合は、転居先のガス事業者およびお買い上 
げの販売店、または当社事業所にご連絡ください。 

参ガスの種類び異なる地域へ転居される場合 
ガスの種類は、都市ガス数種類と LP ガスびあり、改 
造と調整び必要でず。そのまま使用ずると正常な働さ 
をしないだけでなく、故障、不完全燃焼、火災などの 
原因になりまず。必ず、転居先のガスの種類を確認し 
てください。この場合の改造•調整にとちなラ費用は 
保証期間内であってちち料となりまず。 


h 連絡巧 


参お買い上げの販売店、 
またはフ U —ダイヤル 
にご連絡ください。 


リンナイフリーダイヤル 

画0120 -054-321 


お客様の個人情報の取り扱いについて 

参当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名 
前-ご住所-電話番号などの個人情報を、サービスま 
動および安全点検ミ舌動のために利用させていただ<場 
合びございまずのでご了承ください。 

♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に依 
託ずる場合、法令に基づく業務の履行または権限の行 
使のために必要な場合、その他正当な理由びある場合 
を除さ、当社1ツ外の第立者に個人情報を開示-提供は 
いたしません。 


設置にあたって（本体と壁との間はあけてください） 


同囲との距離を確認してください 


意 


アフタ—サ—ビスは？/設置にあたつて 
























































































長期間使巧しない場さ/化様 


長期間使用しない場さ 

•ガス栓（ねじガス栓）を必ず閉めてください。 

•乾電池は取りはずしてください。 1"* 9 ベ-ジ 

♦お手入れをしておくと次回使用するときに便利です。 III* 28 ぺ-ジ 


] 


仕 様 



両面焼グ U ル付3□ガスビルトインコン □ 


R 目31 AW 3 H 2 R 
RB 31 WHB-T 
RB 31 WHBNT 

RB 31 AW 3 FR 

RS 38 W 3 H 1 R 

RS 38 W 3 FR 

RB 31 W 3 HRL 

R 巨 31 W 3 FRL 

RB 38 W 3 HR h RB 38 W 3 HR ( G ) h 

RB 38 W 3 FR h RB 38 W 3 FR 脚^ 

型式名： RB 31 W 3 HR 

型式名： RB 38 W 3 HR 


1 9.0 k 旨（付属品含む） 

高さ2已已 mm X 巾畐已9巨 mm x 奥行"已 39 mm 


(トッププレート幅已 93 mm ) 


]已八り /2 B ) 鋼管または金属巧とう管 


DC 3.0 V (単1おアルカ U 乾電池 X 2個） 


>立消え安全装置（全 y (—ナー）•天ぷら油過熱防止機能（全コン ny (—ナー） 
>コン□消し忘れ消火機能（全コン□バーナー） •グリル過熱防止センサー 


連続放電点乂式 


単1おアルカ U 乾電池に個)、取扱説明書（保証書付)、（連絡先一覧表別添)、設置工事説明書 
クックブック、魚とって、下火カバー (RS タイプのみ） 


ガスグループ 

(ガス種） 

1 時間当たりのガス消費量 

型式の呼び 

個 別 ガ ス 消 費 量 

を点火時 
ガス消費量 

強火カ バーナー 

標準 バーナー 

ルバーナー 

グリル 

都 

巿 

ガ 

ス 

巧 

L 3 

(4 A . 4 B . 4 C ) 

273 kW 

1.63 kW 

1.0 已 kW 

1.92 kW 

目. 73 kW 

RB 31 W 3 HRL 

RB 31 W 3 FRL 

RB 38 W 3 HR ^ 

R 巨 38 W 3 FR 占 

L 2 

(5 A ■ 5 AN • 5 B ) 

2.94 kW 

1.63 kW 

1.0 已 kW 

1.92 kW 

目. 94 kW 

L 1 

(犯. 6 C . 7 C ) 

2.8 已 kW 

2.09 kW 

1.27 kW 

1.92 kW 

7.已已 kW 

5 C 

279 kW 

2.27 kW 

1.27 kW 

1.92 kW 

7.5 IkW 

6 A 

2.97 kW 

1.69 kW 

1.0 日 kW 

1.92 kW 

7.2 IkW 

12 A 

13 A 

3.9 IkW 

2.28 kW 

1.19 kW 

179 kW 

8.已 7 kW 

4.20 kW 

2.4 已 kW 

1.27 kW 

1.92 kW 

9.2 日 kW 

13 A 

4.20 kW 

2.4 已 kW 

1.27 kW 

1.92 kW 

9.2 日 kW 

RB 38 W 3 HR ( G ) R 
RB 38 W 3 FR ( G ) r 

L P ガス巧 

4.2 IkW 

2.46 kW 

1.27 kW 

1.99 kW 

9.2 日 kW 

R 巨 31 W3HRL 

R 巨 31 W3FRL 
RB38W3HR R 
RB38W3FR h 


付 


接続 
源 


型 式 

型式の呼び 


長期間使用しない場合/仕様 
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MEMO 
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MEMO 






MEMO 
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soil に 81)2506 T 日 6 日-0031札幌市中央区化一を東2 T 目 
0025に 47)661 日〒95日 -0864 新漏市東区紫竹2下目] - 74 
0052(363)8001 〒 454-08 日2名古屋市中川区福住町2番2日号 
006(678 日);3601〒55日 -001 4大阪市西区北堀江3 T 目 ] 〇番21号 
0082(277)5131 〒 733-0833 に島市西区商エセンター 3下目4蚕21号 
0087旧21 )805 日〒76日-0066高お市福岡町2 T 目11き已号 
0092(28 り3234〒 812-0029 福岡市博を区古門戸町2番3号 


製品についてのお問い合わせは 


本 社 0052(361)8211 干 454-0802 名古屋市中川区お住の2蚕26号 
関東ま社 003(347 り9047〒14日-0002東京都品川区東品川 1-6-6 

東京ま店 003(3471)9047 〒 140-0002 東京都品川区東品川 1-6-6 
化関東ま店 0048(667)4321 干 331-0811 さいたま市化区吉野の1下目39已 -1 

東関東ま店 0043(273)3360 〒 261-0026 千葉市美お区幕張西2下目7 - 1 

南関東ま店 004日 (32 印3051〒 221-0856 横お市巧奈川区兰ツミ尺上町4蚕] 0号 

東北を社 0022(238)8315 〒 984-0002 仙台市若林区卸町東1 T 目日一日 


修理じついてのお問い合わせは 


^ 0120 - 054-321 


31W3HR-31B(00) 
09040 3® 
0 巨 00000 已 28 巨 800 


IT バイ 


兰□ガスビルトインコン □ 


保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたちのです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場含に、本書記載内容で無料修理を行ラ 
ことをお約束するものです。 

言己 

1. 保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、機器本体を対象とします。 

保証期間中故障び発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でさない場をには、フリーダイヤル 
または別添の「連絡先一覧表」をご覧の上、お近くのリンナイ支社-支店-営業所-出張所などにご相談<ださい。 


0 


•) 


本書にお買い上げ年月日、販売店名の記入のな 
い場合あるいは字句び書さ替えられた場合。 
指定外の燃料の使用、燃料の供給事情による故 
障および損傷。 

■) ご転居などによる熱量変更に伴ラ改造•調整の場 

ム 

書は曰本国內においてのみ有効です。 

'his warranty is valid only in Japan. 

:の保証書は本書に明示した期間、条件のもとにお 
1て無料修理をお約束するものです。従ってこの保 
:書によって、保証書を発行しているち（保証責任 
r) およびそれし U がの事業ちに対するお客様の法律 
:の権利を制限するものではありません。保証期間 
!過後の修理などについてご不明の場合は、お買い 
:げの販売店または別添の r 連絡先一質表」をご覧 
)上、お近くの U ンナイ支社-支店-営業所-出張 
t などにお問い合わせください。 

!証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間 
ついて詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


4. 本保証書は再発れいたしませんので大切に保管してください。 

己.保証についての規定は下記をご覧ください。 

無料修理規定 


3. 


1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った正 
常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売 
店またはもよりの当社窓□び無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を養ける場をは、お 
買い上げの販売店にご依頼の上、出張修理に隙して 
本書をご提示ください。 

なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を 
行った場をには、出張に要する実費を申し受けます。 
保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 
(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故 
障および損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによ 
る故障および損傷。 

(A) 火災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、 
公害や異常電圧による故障および損傷。 

(二） 一般家庭攻外（例えば、業務用の長時間使用、 
車両、船舶への搭載）に使用された場合の故障 
および損傷。 

(ホ）本書の提示びない場合。 

お買い上げ曰および販売店名 


〔へ 
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お買い上げ曰 


年 月 


曰 


販 

売 

店 

名 

住 



所 

mm 

m 

話 

香 

号 


修理記録 


年月 曰 

修理内容 








お客様へ 

この保証書をお受取りになるときにお買い上げ曰、販売店名、扱ち印び記入してあることを確認してください。 


リン f イ株式会 

〒 454-0802 名古屋市中 川 区福住 
TEL 0日2口 61)821 パ 



保証書 


店店社社店店社 
ま支支ま支支支 
幌漏部西島松州 
化新中関広高な 


保証書 


扱者印 





































